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（午前 ９時００分 再開） 

 

○浜口一利委員長 皆さん、おはようございます。 

  ただいまから、予算決算常任委員会を再開します。 

  本会議において当委員会に付託されました案件は、議案第６５号、令和３年度鳥羽市一般会計予算、議案第

６６号、令和３年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計予算、議案第６７号、令和３年度鳥羽市介護保険事業特

別会計予算、議案第６８号、令和３年度鳥羽市定期航路事業特別会計予算、議案第６９号、令和３年度鳥羽市

特定環境保全公共下水道事業特別会計予算、議案第７０号、令和３年度鳥羽市後期高齢者医療特別会計予算、

議案第７１号、令和３年度鳥羽市水道事業会計予算の７件であります。 

  審査に入る前に、私のほうから一言申し上げます。 

  本委員会に提出されました令和３年度予算案は、市民サービスの維持、必要経費などが中心となる骨格予算

となっています。新規・拡充事業もありますが、継続事業の審査が主たるものとなります。例年どおりの事業

推進をよしとするのか、より効率的で質の高い行政サービスを可能とするためにどうすべきか、各事業が現在

の社会情勢に合っているかなどの視点に立っての審査に臨んでいただきたく、そう思っております。 

  また、今回の当初予算説明資料は、中事業について１ページ２段と分かりやすくなっています。早速改善を

していただきまして、ありがとうございます。 

  次に、審査の順番及び日程を申し上げます。 

  令和３年度の当初予算は、一般会計予算から審査を行い、次に５件の特別会計、企業会計１件の審査を行い

ます。 

  当初予算に係る審査は本日から４日間を予定し、事務局より配付しています当初予算審査日程により所管課

単位で順次進めていきます。 

  今回の審査日程を先にお示ししておりますが、予定が早く終わっても日程を繰り上げての審査は行いません。

逆に、遅れた場合には繰下げを行います。また、委員間討議、振り返りは毎日必ず行います。夕方５時を過ぎ

ても行いますので、委員の皆様はご承知おきください。 

  審査での発言は、令和３年度の各当初予算の内容に対する質疑にとどめていただき、関連する質疑がある場

合は、その都度ご発言いただき、質疑が重複しないようにご協力いただきますようお願いをいたします。 

  委員から執行部への質疑については、説明資料の範囲、ページ指定をしますので、その範囲での質疑に留め

てください。範囲を遡っての質疑は許可しませんので、ご承知おきください。 

  また、説明員交代時の執行部への質問等は、速やかな交代、委員会再開の妨げになりますのでご遠慮くださ

い。 

  委員の発言は、委員長の許可を受けた後に行ってください。発言の際は、マイクの使用をお願いいたします。 

  執行部の皆様にお願いをします。予算内容の説明については、前回の当初予算審査に引き続き、一般会計歳

出については所管課単位で行います。冒頭で、予算編成に当たり苦心した点、工夫した点について述べてくだ

さい。今回は骨格予算ですが、６月の補正も頭に置いての説明をお願いしたいと思います。また、所属長の説

明は、令和３年度当初予算説明書を中心に行ってください。 
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  新規・拡充の事業は詳細な説明を求めますが、継続事業であっても廃止・縮小となった事業について、必要

に応じて触れていただき、予算書も併用して説明を行ってください。 

  また、所管課によって特別会計を担当しているところもありますが、事務局より提示のとおり、特別会計及

び企業会計の審査は別日程で行います。予算規模や配置職員の少ない部門については、歳出の審査日程で最初

に一括して審査を行いますので、ご承知おきください。金額の説明は、説明資料記載の１,０００円単位で進

めていただき、予算書を用いる場合は、金額の１,０００円未満は原則切り捨ててください。 

  執行部説明員の発言の際には、挙手をして、先に所属と氏名を告げてください。各所属長は、一般会計歳出

や特別会計・企業会計の審査の際に出席される所属説明職員にもその旨をお伝え願います。必ず発言は、指名

されてからお願いをいたします。委員並びに執行部の皆さんが許可なく発言されないようお願いをいたします。 

  大変長くなってしまいましたが、審査に入ります。 

  まず初めに、令和３年度当初予算の概要及び一般会計歳入についての執行部の説明を求めます。 

  副市長。 

○立花副市長 おはようございます。副市長の立花でございます。よろしくお願いいたします。 

  予算決算常任委員会の審査に当たりまして、私からは議案第６５号から議案第７０号までの令和３年度一般

会計及び各特別会計の当初予算議案につきまして、改めてご説明申し上げます。 

  議案第６５号、令和３年度鳥羽市一般会計予算につきましては、歳入歳出ともそれぞれ１１２億

９,０００万円と定めるものです。また、債務負担行為１２件、地方債１２件を定めております。 

  次に、議案第６６号から議案第７０号までの各特別会計予算総額では、歳入歳出ともそれぞれ６９億

３,１００万円と定めるものです。各会計における歳入歳出の詳細につきましては所管課長から説明させます

ので、ご審査賜りますようよろしくお願いいたします。 

○浜口一利委員長 企画財政課長。 

○濱口企画財政課長 おはようございます。企画財政課、濱口です。よろしくお願いします。 

  説明に入ります前に、昨年の予算決算常任委員会におけます議会からの申入れ事項について報告をさせてい

ただきます。 

  冒頭、委員長におきまして紹介もございました当初予算説明資料につきまして、令和元年度の説明資料と比

較しますと、令和２年度は記述内容の明確さが後退しているとの内容でございました。このことから、令和

３年度当初予算説明資料におきましては、新規・拡充以外の継続事業については１ページ２段書きとしまして、

各所管課には可能な範囲で簡潔な説明書きを記載していただくようお願いし、改善を図っておりますので、ご

報告をさせていただきます。 

  それでは、まず苦心した点、工夫した点でございますが、予算編成全体にわたりまして、その点についてご

説明をさせていただきます。 

  さきの一般質問、質疑の中でも現状の財政状況、考え方等について回答をさせていただいておりますが、先

を見据えますとまだまだ楽観できない状況でございまして、引き続き財政健全化に向けた集中取組を続けてい

く必要があると考えています。 

  令和３年度当初予算編成全般にわたっての苦心した点につきましては、令和３年度は予算が骨格予算となる
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ことから、各課には政策経費は肉づけとなることを前提に、財政健全化に向けた集中取組を踏まえ、関連する

部署が互いに連携しまして、状況や将来性などを検証した上で取り組んでいくこととして編成を進めてまいり

ました。 

  新型コロナの影響もございまして財源が大幅に減少する見込みの中、各課からの当初要求は予想を上回る要

求で、予算査定も容易なものではありませんでした。政策的な予算、また実施時期の調整可能な事業予算につ

いては極力肉づけに回すこととしておりますが、当初予算編成時におきまして過疎債の活用ができない状況で

もありましたことから財源調整に大変苦労をいたしましたが、基金などからの繰入れや他の起債活用などによ

り何とか予算組みができたところでございます。 

  明るい材料といたしましては、ふるさと納税寄附金の大幅な増加でございます。真珠製品の復活やポータル

サイトの増設、取組の工夫により寄附額が大幅に増えたことで、財源的にも有効に活用ができています。 

  次に、令和２年９月会議において土地開発基金の整理をさせていただきましたことで、財政調整基金への積

み増しと今後の公債費償還に充てるための減債基金への積み増しができたことも大きな好材料となりました。 

  新型コロナウイルス感染症に関係する予算につきましては、基本は国の補正予算、事業繰越しなどを活用し

進める計画でありますが、国の緊急事態宣言の動きや三重県独自の感染予防対策の動きなど、フェーズに応じ

臨機応変に対応していくこととしております。 

  令和３年度における全体予算につきましては、市長選挙を終えた６月になりますことから、政策的事業を含

めた全体予算の詳細につきましては改めてご説明をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いをい

たします。 

  それでは、令和３年度の当初予算の概要についてご説明をいたします。 

  当初予算説明資料の１ページをお願いいたします。 

  初めに、１、当初予算の規模でございます。 

  一般会計、特別会計及び企業会計で、総額１９８億４,８９６万円となり、前年度と比べ１８億１,２５１万

円、８.４％の減となりました。 

  令和３年度は、市長の任期満了による市長選挙が行われますことから、骨格予算として編成をしております。 

  一般会計では、前年度より１１億３,６００万円減の１１２億９,０００万円を計上しております。 

  次に、特別会計では、五つの特別会計の合計で、前年度より１億２,０８０万円減の６９億３,１００万円を

計上しております。 

  次に、水道事業会計では、前年度より５億５,５７１万円減の１６億２,７９６万円を計上しております。 

  続きまして、２ページをお願いします。 

  骨格予算編成の考え方でございます。 

  先ほども申し上げましたが、令和３年度は市長の任期満了による市長選挙が行われますことから骨格予算を

編成しております。それにより原則、新規の施策などを見送り、政策的な経費は極力抑えることとし、歳出予

算に計上した主なものは、義務的経費、既存施設の維持管理や事務経費、債務負担行為を設定している事業や

継続事業、市民サービスの維持・向上に必要な経費、年度当初より事務執行が必要な経費を計上しております。 

  なお、市長選挙後には政策的経費や骨格予算に計上されなかった経費を追加計上し、６月補正予算において
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通年予算編成を行うこととしております。 

  また、歳入予算につきましては、市税や地方譲与税、各種交付金、地方交付税などの一般財源や使用料、手

数料につきましては年間見込み額を計上しますとともに、特定財源については歳出予算に計上した事業に応じ

国庫支出金などを計上するほか、起債対象事業について市債を予算措置しております。 

  続きまして、３ページをお願いします。 

  まち・ひと・しごと創生総合戦略に位置づけられた事業の実施に充てる経費として、地方創生推進交付金を

活用した事業について記載をしております。 

  なお、ここに記載の事業費、充当額につきましては、当初予算に計上した事業について記載していますこと

から、補正予算において追加計上を予定しております。 

  続きまして、４ページをお願いします。 

  一般会計歳入予算の状況でございます。 

  歳入予算総額は、前年度より１１億３,６００万円減の１１２億９,０００万円を計上しております。要因と

しましては、地方特例交付金で２億８５０万円、寄附金で２億５,０００万円の増収を見込んだものの、市税

で４億２０８万１,０００円、国庫支出金で６,３５８万１,０００円、繰入金で３億２,２７１万２,０００円、

市債で７億９,０８０万円の減収を見込んだことによるものです。 

  続きまして、６ページをお願いします。 

  財源分類別の状況の自主財源と依存財源の状況でございます。 

  上段の表の右側、令和３年度の自主財源比率は、前年度より０.６ポイント減の４１.６％となりました。要

因といたしましては、市税が減収したことによるものでございます。 

  続きまして、７ページをお願いします。 

  一般財源等の状況でございます。 

  上段の表では、一般財源等合計は前年度と比較して９,４４８万１,０００円の減となりました。各種交付金

や地方交付税、臨時財政対策債の増収を見込みましたが、市税が繰越金の減収を見込んだことによるものです。

また、歳入不足が生じることから、財政調整基金繰入金を昨年度より３,０００万円増の１億３,０００万円で

計上をしております。 

  続きまして、８ページをお願いします。 

  このページからは、歳入の各費目別にまとめております。 

  まず、市税の状況です。 

  合計で２４億４,１７５万８,０００円を計上し、前年度より４億２０８万１,０００円の減となりました。 

  ９ページにその要因を記載しておりますが、軽自動車税を除く全ての税において新型コロナウイルス感染症

の影響を含めた経済情勢を反映し、減収を見込んだものとなっております。 

  続きまして、１０ページをお願いします。 

  地方譲与税及び各種交付金の状況でございます。 

  地方譲与税では、６,２３０万１,０００円を計上しております。森林環境譲与税で、前年度より１０万円増

の６３０万円を見込んでおります。 
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  各種交付金につきましては、合計で６億９,７５０万円を計上し、前年度より２億１,７５０万円増となりま

した。地方特例交付金のうち新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交付金が２億８００万円の皆

増となったほか、法人事業税交付金で４００万円、地方消費税交付金で１,１００万円の増収を見込んだこと

によるものです。 

  続きまして、１２ページをお願いします。 

  地方交付税の状況でございます。 

  普通交付税で２９億５,０００万円を計上し、前年度より２,０００万円の増となりました。基準財政需要額

では、令和２年度国勢調査人口により個別算定経費等の減のほか、臨時費目である地域デジタル社会推進費を

見込んだことによるものです。臨時財政対策債を加えた実質的な普通交付税は８,０００万円の増となりまし

た。 

  続きまして、同じく１２ページ下段の分担金、負担金、使用料及び手数料の状況でございます。 

  ３億１,６４０万７,０００円を計上し、前年度より１,２０８万６,０００円の減となりました。養護老人ホ

ーム措置費負担金で増収を見込んだものの、市民文化会館使用料が皆減となったほか、へき地診療所使用料、

休日・夜間応急診療所使用料で減収を見込んだことによるものです。 

  続きまして、１３ページをお願いします。 

  国庫支出金の状況でございます。 

  ７億８,３６６万４,０００円を計上し、前年度より６,３５８万１,０００円の減となりました。生活保護費

負担金で増収を見込んだものの、国庫補助金において、小さな拠点支援事業、漁港施設整備事業、消防防災施

設整備事業の各補助金が皆減になったほか、社会資本整備総合交付金で減収を見込んだことによるものです。 

  続きまして、１４ページをお願いします。 

  県支出金の状況でございます。 

  ７億６２９万９,０００円を計上し、前年度より２,７９７万９,０００円の増となりました。県負担金では、

地籍調査費負担金で減収を見込んだものの、介護保険料軽減負担金で増収を見込んだことによるものです。 

  また、県補助金において、大規模建築物耐震改修費補助金、三重とこわか国体競技別リハーサル大会運営費

補助金が皆減となったものの、三重とこわか国体会場地市町運営交付金が皆増となったほか、個人番号カード

交付事業費補助金、医療施設運営費補助金で増収を見込むとともに、衆議院議員選挙等委託金が皆増となった

ことによるものです。 

  続きまして、１４ページ下段の財産収入の状況でございます。 

  ８,６９５万６,０００円を計上し、前年度より８３６万７,０００円の減となりました。財産運用収入にお

ける市有土地建物貸付収入、及び財産売払収入における不動産売払収入で減収を見込んだことによるものです。 

  続きまして、１５ページをお願いします。 

  寄附金の状況でございます。 

  ふるさと納税寄附金については、真珠製品の復活やポータルサイトの増設、巣籠もり需要等もあり、前年度

より２億５,０００万円増の７億１３３万円を見込んでおります。 

  続きまして、下段の繰入金の状況でございます。 
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  ８億９,９９２万３,０００円を計上し、前年度より３億２,２７１万２,０００円の減となりました。財政調

整基金や減債基金、ふるさと創生基金で増収を見込んだものの、庁舎等改修基金、地方創生拠点整備交付金基

金が皆減となったほか、観光振興基金の減収を見込んだことによるものです。 

  基金現在高の状況につきましては２６ページにまとめておりますので、ご覧おきください。 

  続きまして、１６ページをお願いします。 

  繰越金の状況でございます。 

  前年度より３,０００万円減の１億２,０００万円を計上しております。 

  続きまして、１７ページをお願いします。 

  市債の状況でございます。 

  ９億９,４２０万円を計上し、前年度より７億９,０８０万円の減となりました。急傾斜地崩壊対策事業負担

金債が５００万円の皆増となったほか、防災行政無線整備事業債で７,５９０万円の増収を見込んだものの、

過疎地域自立促進特別事業債で４,３５０万円、観光施設整備事業債で４００万円、教育施設整備事業債で

５００万円が皆減となったほか、ごみ処理施設整備事業債で１,０００万円、都市公園整備事業債で２億

８,８６０万円、消防施設整備事業債で５億４,９９０万円、運動施設整備事業債で２,０５０万円の減収を見

込んだことによるものです。 

  続きまして、１８ページ、１９ページをお願いします。 

  一般会計歳出予算の状況でございます。 

  目的別に主な事業を掲載しております。 

  増減額の大きなところでは、総務費の３億４,６４１万５,０００円の増です。ふるさと納税関係の基金積立

金及びふるさと納税推進事業、それに防災行政無線の関係で、デジタル化への移行に要する経費として防災情

報提供推進事業、また、衆議院議員選挙及び鳥羽市長選挙に係る費用の増が主な要因でございます。 

  次に、１９ページ中段の土木費では、７億１,３５７万５,０００円の減となっています。これは、都市公園

整備交付金事業の市民体育館増築工事分の減が主な要因でございます。 

  消防費では、６億４,３２８万７,０００円の減となりました。消防庁舎整備事業が完了したことにより減と

なっております。 

  続きまして、２１ページをお願いします。 

  性質別歳出予算の状況でございます。 

  義務的経費では、前年度より５,６１３万９,０００円の減となりました。扶助費、公債費とも増加したもの

の、人件費で退職手当の減額等によるものです。 

  次に、投資的経費では、前年度より１３億７,１６１万５,０００円の減となりました。普通建設事業債で、

補助事業の都市公園整備交付金事業の減と、単独事業の消防庁舎整備事業の減が主な要因です。 

  続きまして、２２ページをお願いします。 

  その他の経費では、前年度より２億９,１７５万４,０００円の増となりました。物件費でふるさと納税業務

手数料、運動施設指定管理業務で増となっています。 

  補助費等や積立金では、ふるさと納税関係により増となったほか、国民体育大会鳥羽市実行委員会補助金で
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増となりました。 

  以上、令和３年度当初予算の概要説明とさせていただきます。よろしくお願いをいたします。 

○浜口一利委員長 税務課長。 

○勢力税務課長 税務課、勢力です。よろしくお願いします。 

  私のほうから予算書のほうを続けて説明させていただきますので、予算書１２ページ、１３ページをご覧く

ださい。款別に説明させていただきますので、よろしくお願いします。 

  先ほど企画財政課長に説明していただいていますが、予算説明資料のほうは８ページ、９ページになります

ので、そちらのほうもよろしければご参照ください。 

  １款市税、１項市民税では、目１個人税、６億５,８４０万３,０００円を計上しています。個人市民税は、

個人に係る均等割と前年所得を課税所得とした所得割で、均等割については人口減によるものによる減、所得

割では、１枚提出させていただいておりますが、その他所得で増加は見込むものの、漁業水揚げの減少が見込

まれる営業所得や給与所得の減少から減額とさせていただいております。 

  目２法人は９,４３２万１,０００円で、令和２年中の新たな事業所開設や廃業等から均等割で減額、法人税

割でも令和元年１０月に実施されました税率の引下げの影響が一部まだ残っており、その他コロナウイルス感

染症の影響等も含めて、大型事業所に聞き取り等もさせていただきながら減額とさせていただきました。法人

税割で、税率改正と合わせて３,６０４万６,０００円の減額となりました。 

  法人税割の先ほどの引下げの件ですが、国の法人税額から算出しており、その率が９.７％から６％になっ

たもので、令和３年度で全ての事業所が対象となります。 

  続いて、２項固定資産税、目１固定資産税は１２億６,０２８万５,０００円で、大幅な減額となりました。

こちらは、すみません、先ほどの予算説明資料の９ページのほうを少しこちらから説明させていただきたいと

思います。 

○浜口一利委員長 続けてください。 

○勢力税務課長 こちらのほうで、先ほど減額を言わせていただきましたが、各土地、家屋、償却ごとにこの表

で説明させていただきますと、土地のほうについては、土砂災害特別警戒区域の減額を５００万円見込んでお

り、その他、評価替えに伴う土地の下落修正、こちらは３.２％の減額を見込み、合わせて１,１９６万

８,０００円の減収とさせていただきました。 

  家屋についても、評価替えの部分で４％ほどの減で３,３００万円、新増築・滅失による増減については、

これは例年、毎年増える傾向がありまして、１,５００万円の増で見込ませていただいております。新型コロ

ナウイルス感染症に伴う軽減措置については、２億１,９５２万円の軽減対象ということで減額をさせていた

だいております。 

  続きまして、償却資産税ですが、太陽光発電設備については新設というところが少なくなっており、鈍化傾

向で、増加は見込みにくいんですが、軽減の対象となっている３年の経過措置が過ぎましたことから、その経

過措置を外れたことによる増加分を１,５００万円ほど見込んでおり、その他減少で１００万円減。あと、新

型コロナウイルス感染症に伴う軽減措置については、償却資産税では４,２３４万２,０００円の軽減措置によ

る減額を見込んでおります。 
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  後ほど説明させていただきますが、都市計画税についてもコロナウイルス感染症による軽減の対象となって

おり、合わせて２億８,２６５万円がコロナウイルス感染症による国の軽減措置に伴う減額となっております

ので、説明させていただきました。 

  戻りまして、予算書のほうですが、先ほどの説明とちょっと重複するところもありますが、令和３年につい

ては評価替え年度となりますので、家屋は例年この時期に減額となり、土地についても現在、地方については

下落傾向が続いていることから、先ほどの説明のとおり減額となりました。 

  目２の国有資産等所在市町村交付金についてですが、こちらも土地、家屋の部分で評価替え、土地の下落等

により、昨年より減額の１３８万円で計上させていただいております。 

  続きまして、３項軽自動車税は、目１環境性能割で、軽減税率の適用が再延長されたことに伴い、昨年より

減額の１７４万８,０００円、目２種別割は、平成２６年度の税制改正による重課等の影響が大きくなり、登

録台数は減少するものの、税額は微増の６,３３６万１,０００円を計上しております。 

  次のページをご覧ください。 

  ４項市たばこ税です。 

  近年もそうなんですが、たばこの消費の減少によるもの、また、新型コロナウイルス感染症により観光客の

方々が見えないということで、市内の販売実数が減ることを見込みまして、１億３,１４０万３,０００円で計

上させていただいております。 

  続きまして、５項入湯税です。 

  こちらも新型コロナウイルス感染症による影響、これを見込むときに、この先どのようになるか苦労しまし

たが、令和元年度の２割減で見込ませていただきました。これについては、入湯税は、昨年も少し説明させて

いただいたと思うんですが、補助金とか積立金の歳出予算も関連することから、少し頑張った要求というふう

な形ではさせていただいておるというのもご説明させていただきます。 

  ６項都市計画税は固定資産税に準じて算定しており、滞納繰越分と合わせた９,４０９万４,０００円で計上

しています。 

  以上、市税の合計は２４億４,１７５万８,０００円となりました。 

  以上です。 

○浜口一利委員長 横田課長補佐。 

○横田課長補佐 企画財政課、横田です。よろしくお願いいたします。 

  私からは２款を説明させていただきますので、引き続き予算書１４ページ下段から１７ページ中段までをお

願いいたします。 

  ２款地方譲与税につきましては、令和２年度の交付見込みなどを勘案し、１項地方揮発油譲与税は

１,６００万円、２項自動車重量譲与税は４,０００万円、３項地方道路譲与税は１,０００円、４項森林環境

譲与税は６３０万円を計上しております。 

  ２款は以上となります。 

○浜口一利委員長 税務課長。 

○勢力税務課長 続きまして、同ページで３款利子割交付金、１項利子割交付金、目１利子割交付金で３００万
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円を計上しています。利子割交付金は、金融機関などから支払いを受ける預貯金の利子に課税されたもののう

ち県税分の一部が交付されるもので、国の概算要求、交付税算入率等を加味して算出しております。 

  ４款配当割交付金については、微減の１,０３０万円を計上しています。配当割交付金は、上場株式等の配

当等に対して納められた県税分を利子割交付金同様に交付され、算定方法も同じように算出しております。 

  次に、５款株式等譲渡所得割交付金は、３００万円減の７００万円を計上しています。株式等譲渡所得割交

付金は、上場株式等の譲渡による所得に対して納められた県税分を利子割交付金同様に交付され、算定方法も

同じように算出しております。 

  以上、説明とさせていただきます。 

○浜口一利委員長 横田課長補佐。 

○横田課長補佐 続いて、１８、１９ページ上段からお願いいたします。 

  ６款法人事業税交付金につきましては、県が法人事業税の収入額に交付率を乗じて算出した額を県内市町に

従業員数で案分し交付されるもので、令和２年度から創設されました。令和３年度は、当該交付率が３.４％

から７.７％になったことや県の交付見込みなどを勘案し、１,７００万円を計上しております。 

  続いて、７款地方消費税交付金につきましては、国の令和３年度経済見通しや県の交付見込みを勘案し、

４億３,５００万円を計上しております。 

  ８款環境性能割交付金につきましては、県からの交付見込みを勘案しまして８２０万円を計上しております。 

  ９款地方特例交付金につきましては、１項地方特例交付金では、令和２年度の交付見込みや国の動向などを

勘案し、８００万円を計上しております。 

  また、２項新型コロナウイルス感染症対策地方税減収補塡特別交付金では、新型コロナウイルス感染症の影

響を受け、厳しい経営環境にある中小事業者等が所有する償却資産及び事業用家屋に係る固定資産税及び都市

計画税を軽減措置することから、その減収分を補塡するために創設された特例交付金で、２億８００万円を見

込んで計上いたしております。 

  １０款地方交付税につきましては、普通交付税を２９億５,０００万円、特別交付税を４億円、合わせて

３３億５,０００万円を計上しております。 

  普通交付税では、基準財政需要額の算定において、令和２年度国勢調査人口などを基にしていることから減

少を見込んだ算定項目もありましたが、今回、国は地域のデジタル化を集中的に推進するため、新たに地域デ

ジタル社会推進費を創設したことなどから、全体的には前年度の当初予算における算定見込みより若干の増を

見込むことといたしました。 

  しかし、基準財政収入額では、基本的に予算額ではなく前年度収入実績などを基礎として算出することから、

基準財政需要額ほどの増減幅を見込みませんでした。このことから、その差額分として、前年度当初予算より

２,０００万円を増額して計上した次第でございます。 

  また、概要で先ほど企画財政課長のほうからも説明がありましたとおり、この後、４６、４７ページにある

臨時財政対策債を加えた実質的な普通交付税としては、前年度より８,０００万円の増となっております。 

  続いて、２０ページ上段からお願いいたします。 

  １１款交通安全対策特別交付金につきましては、令和２年度の交付見込みを勘案し、１００万円を計上して
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おります。 

  １２款分担金及び負担金につきましては、１項負担金で目１民生費負担金の養護老人ホーム措置費負担金で

増を見込むものの、保育所保育料を前年度より減と見込んだことから、目２衛生費負担金と目３教育費負担金

とを合わせて２,４８７万６,０００円を計上しております。 

  １３款使用料及び手数料、１項使用料につきましては、目１総務使用料で市民文化会館使用料が皆減となっ

たほか、目３衛生使用料のへき地診療所使用料と休日・夜間応急診療所使用料では新型コロナウイルス感染症

による影響などで前年度よりも大きく減を見込むとともに、目７教育使用料では教員住宅使用料の見直しなど、

合計で２億５,５２３万２,０００円を計上しております。 

  ２項手数料につきましては、前年度と大きく変わらず、合計で３,６２９万９,０００円を計上しております。 

  続いて、２４ページ中段から２７ページをご覧ください。 

  １４款国庫支出金、１項国庫負担金につきましては、目１民生費国庫負担金の障害者自立支援給付費負担金

や生活保護費負担金などの増を見込み、合計で６億４,６２４万５,０００円を計上しております。 

  引き続き、２６ページ中段から３１ページまでをお願いいたします。 

  ２項国庫補助金につきましては、令和３年度当初予算が骨格予算であり、政策的な事業は今後の補正予算で

対応することとなるため、昨年度と比べて大きく減額しております。 

  増額要因としては、目２民生費国庫補助金で、生活困窮者就労準備支援事業費等補助金や保育対策総合支援

事業費補助金などが挙げられますが、減額要因として、主に目６土木費国庫補助金の社会資本整備総合交付金

で大規模建築物の皆減と、消防費国庫補助金が廃目となったことから、合計で１億３,２０７万１,０００円を

計上しております。 

  ３項委託金につきましては、合計で５３４万８,０００円を計上しております。 

  続いて、３２、３３ページをお願いいたします。 

  １５款県支出金、１項県負担金につきましては、目２民生費県負担金で障害者自立支援給付費等負担金や介

護保険料軽減負担金などの増を見込むなど、合計で３億４,５０２万２,０００円を計上しております。 

  続いて、３４ページから３９ページまでをお願いいたします。 

  ２項県補助金につきましては、国庫補助金と同様に今後の補正予算で対応する部分もございますが、その中

でも目１総務費県補助金では、個人番号カードのさらなる普及促進に取り組むため、個人番号カード交付事務

費補助金を活用するほか、目６教育費県補助金では、秋に開催される三重とこわか国体に係る交付金を前年度

よりも増額して計上しております。 

  また、目３衛生費県補助金の医療施設運営費補助金では、担当課の粘り強い交渉の結果、前年度よりも大幅

な増額が見込まれることから、県補助金の合計は３億７４６万２,０００円を計上しております。 

  続いて、３８、３９ページをお願いいたします。 

  ３項委託金につきましては、本年１０月に任期満了を迎える衆議院議員選挙について、目１総務費委託金で

衆議院議員選挙等委託金を１,６６３万８,０００円計上したことから、合計で５,３８１万５,０００円を計上

しております。 

  １６款財産収入、１項財産運用収入につきましては、合計で３,８７８万円を計上しております。 
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  続いて、４０、４１ページをお願いいたします。 

  ２項財産売払収入につきましては、目３不動産売払収入で、対象物件を令和２年度に売払いではなく貸付け

で対応したことから、合計で４,８１７万６,０００円を計上しております。 

  １７款寄附金、１項寄附金につきましては、目１総務費寄附金のふるさと納税寄附金において、令和２年度

実績などを鑑み前年度より大きく増を見込んだことから、合計で７億１３３万円を計上しております。 

  続いて、同４０ページから４３ページまでをお願いいたします。 

  １８款繰入金、１項基金繰入金につきましては、新型コロナウイルスの影響や、当初予算では過疎債が見込

めなかったことなどによる一般財源の捻出や公債費、ふるさと納税の増加などが見込まれることから、目１財

政調整基金繰入金、目２減債基金繰入金、目３ふるさと創生基金繰入金について前年度より増額とするも、目

５観光振興基金繰入金の減額や、事業の完了に伴う庁舎等改修基金繰入金、地方創生拠点整備交付金基金繰入

金を皆減したことから、合計で８億９,９９２万３,０００円を計上しております。 

  続いて、４２、４３ページの中段をお願いいたします。 

  １９款繰越金、１項繰越金につきましては、１億２,０００万円を計上しております。 

  ２０款諸収入、１項延滞金加算金及び過料は、前年度と同額となる１,０００万円を計上しております。 

  また、２項市預金利子は１２万６,０００円、３項貸付金元利収入は３,３０１万２,０００円、４項雑入で

は８,６５２万４,０００円をそれぞれ計上しております。 

  続いて、４６、４７ページをお願いいたします。 

  ２１款市債につきましては、補正予算での肉づけや、過疎地域自立促進特別事業債が当初予算では見込めな

かったほか、消防庁舎建設工事等の事業完了に伴う目６消防債の減額など、合計で９億９,４２０万円を計上

しております。 

  最後に、お手数ですが９ページまでお戻りください。 

  第３表地方債につきまして、起債の目的は防災行政無線整備事業外１１件、限度額は９億９,４２０万円、

起債の方法は証書借入、利率は年３％以内、償還の方法は記述のとおりで設定しております。 

  以上で、歳入と地方債の説明を終わらせていただきます。 

○浜口一利委員長 当初予算の概要及び一般会計歳入について、説明は終わりました。 

  これより質疑を行いますが、事業を伴うもの、国や県の補助金により補助事業を行っているものについては、

歳出のところで詳しく説明、質疑を行っていただくよう協力をお願いいたします。ここでは歳入における市税

や使用料、手数料、財産売払収入、諸収入に対する質疑を重点的に行っていただくようお願いをいたします。 

  それでは、当初予算の概要及び一般会計の歳入についてのご質疑はございませんか。ご質疑を受けたいと思

います。 

  大変範囲も広くなってはいるんですけれども、質疑が重複しないように関連でお願いしたいと思います。 

  概要説明、また歳入についてのご質疑はございませんか。 

  質疑のほうでも、戸上委員のほうから、コロナ禍においての市の減収分の国の補充とかふるさと納税とか質

疑がございましたが、また、この中で詳しく質疑がございましたらお願いします。 

  南川委員。 
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○南川則之委員 １点だけお聞きします。 

  予算書の３４ページ、３５ページというところをお願いします。 

○浜口一利委員長 予算書ですか。 

○南川則之委員 はい。先ほど説明で、県費の補助の中で、保健衛生費の補助で、県との交渉で粘り強い交渉を

行って予算を獲得したという説明があったんですけれども、ちょっとその県との交渉の中でどのように獲得し

てきたかということを担当課のほうで説明いただければありがたいと思います。 

○浜口一利委員長 吉川副参事。 

○吉川副参事 お答えします。 

  この医療施設運営費補助金なんですが、これはへき地診療所に位置づけられた施設に対しまして、上限額は

定められているんですが、運営費の赤字額の３分の２を補助金として申請できるものでございます。 

  本市におきましては、これまで神島診療所のみ適用されていたんですが、その担当者と県とのやりとりの中

で、１診療所しか申請できないことはないんじゃないかという交渉をした中で、赤字となっている診療所は複

数であっても申請が可能というふうになりました。 

  ただ、この補助金なんですが、審査するのが県ではなくて国ということで、一旦、県とのやりとりの中でも

申請をするという形にはなったんですが、ちょっとこれ、全部が認められるかどうかというのはちょっとまだ

分からないという状況でございます。 

  以上です。 

○浜口一利委員長 南川委員。 

○南川則之委員 ありがとうございます。 

  内容についてはよく分かったんですけれども、今後、以前からも県の補助は少ないということで、県ともっ

と積極的に予算を取るようにという話もたくさんあったと思うんですね。先ほど説明あったように、担当者が

いろいろ考えて交渉したということがあって、ほかの案件についてもぜひ企画財政課が調整して、粘り強く交

渉してほしいなということで、またよろしくお願いします。 

  以上です。 

○浜口一利委員長 他にございませんか。 

  予算の概要について、ございませんか。ようけあるはずやけどな。ないんかな。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 僕、最後でよろしいですけれども。ちょっとたくさんあるんで。 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

  戸上委員からお願いします。 

○戸上 健委員 いいですか。 

○浜口一利委員長 はい。 

○戸上 健委員 まず、概要で３点お伺いします。 

○浜口一利委員長 たくさんあると思います。 

○戸上 健委員 よろしい。 
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○浜口一利委員長 はい、どうぞ。 

○戸上 健委員 一般質問と質疑のほうでもお聞きしたんですけれども、市長は財政的には厳しいという、僕の

質問に対する答弁でした。先ほどの課長の説明では、健全化に向けて引き続き努力が必要だという説明でした。

それで、この厳しいというのは歳入不足なのか、政策経費上の経費が不足しているのか、これはいかがなんで

しょうか。 

  先ほどの課長の説明では、予算要求について各課から積極的な要求が出たと、査定に苦労したという説明で

した。そのあたり、どうなんでしょうか。 

○浜口一利委員長 企画財政課長。 

○濱口企画財政課長 委員おっしゃるように、政策的な部分の経費は確かに厳しいものがあるというふうに判断

しています。 

  ただ、義務的経費の部分がだんだん増加してきておりますので、そのあたりをいろいろ相殺いたしますと、

やはりどちらもなかなか難しい状況であるというふうに判断したところでございます。 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 国のほうは、今回の地方財政計画で地方の一般財源総額や地方交付税総額についてはしっかり

と確保したというふうに説明しております。現場は国のはたして言うとるとおりなのか、国のほうは本当にし

っかりと財源を手当てしたのか、実感としてどうですか。 

○浜口一利委員長 企画財政課長。 

○濱口企画財政課長 国の財源措置につきましては、質疑の答弁でも私ちょっと、ちらっと触れさせてもらった

んですが、地方交付税の関係も含めまして、臨財債等の措置もこれからありますので、その辺がだんだん分か

ってくるのが７月ぐらいかなというふうに判断しておりまして、ちょっと今の時点では、国が全部十分措置さ

れているかと言われるとちょっと、それを見込んだというふうにはちょっと今の段階では言えない部分かなと

いうふうに思います。 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 国が、総務省ですけれども説明したのは１月２２日の説明やもんで、それから今もうこれ、

２か月以上たつわけですので、７月にならないと不明だというのは若干ちょっと僕も解せません。 

  次に２点目ですけれども、概要の２点目でお聞きします。歳出についてお聞きします。 

  最終的には市長の査定というのがあったというふうに思うんです。先ほど、各課から積極的なこうしたいと

いう予算要求の要望が出たと。この状況を見ると、相当カットがあったというふうに思います。 

  市長の査定で要求がカットされた項目、また、市長査定で増やした項目、それぞれ特徴的なものがあれば報

告してください。 

○浜口一利委員長 横田課長補佐。 

○横田課長補佐 先ほどの戸上委員からの質問なんですけれども、骨格予算ということもありますので、最終的

な判断は肉づけのところをまた見ていただくことになるとは思うんですけれども、市長のほうからも基本、健

全化等の取組については十分注意してやるように指示もいただいておりますので、具体的にこの部分とかと言

われるとちょっとなかなか難しいところがございます。 



－16－ 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 各課から住民要求に即して予算要求をして、それを財政課に上げて、市長の下へ最終的に上が

っていくわけなんですわ。市長がどういう判断をしたかということは、我々議会としても非常にこれは重要な

点で、特に市長選挙を前にして、４年間やられてどう判断したのかというのが非常に知りたいところなんです。

それで、骨格だから６月は見てくれというのも、僕は市長選挙があるからこそ市民に判断をやっぱりきちんと

示すべきじゃないかというふうに思うんです。 

  何でこんなことを言うかというと、知事の場合は知事査定ヒアリングというのがあります。もうかれこれ

１０年ぐらい続いて、資料も、それから査定の状況の動画もアップされとって、僕らも見ることができます。 

  この予算書を僕は分析するに当たって、その知事の査定ヒアリング、これを見てきましたけれども、県民に

とっては非常によく分かります。ところが、鳥羽市の場合は、市長がどういう査定をしたのかと、判断したの

かということは皆目分かりません。本会議の質疑はあるんだけれども、そこでは本当に骨しか聞くことができ

ません。この委員会でただす事項となりますけれども、それが残念ながら今の説明では６月の肉づけを見てく

れということですもんで、また肉づけでお伺いしたいというふうに思います。 

  最後、概要の３点目ですけれども、この２１ページの一般会計性質別歳出予算の状況というのがあります。

これは性質別ですので非常によく分かる一覧表です。 

  この中で職員給というのがあって３,６４９万６,０００円、職員給ですから骨格というても全額これ、計上

しているはずです。何でこれだけ増えたんでしょうか。 

○浜口一利委員長 企画財政課長。 

○濱口企画財政課長 この部分につきましては、昨年度までは物件費のほうで、違う部分で会計年度任用職員の

ほうがあったんですが、それが全部この職員給の中に含まれましたので、この部分で３,６４９万６,０００円

という形で、ちょっと上がったような形になっています。 

  以上でございます。 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 そのとおりだと僕も思います。 

  それで、これは……よろしい。 

○浜口一利委員長 補足の。はい。 

○濱口企画財政課長 すみません。補足です。 

  昇給分も含めての額が合算されております。 

○浜口一利委員長 戸上委員、続けてください。 

○戸上 健委員 委員長、よろしい。 

○浜口一利委員長 はい。 

○戸上 健委員 会計年度職員の期末手当というのが平年化されて、言わばベースアップになったとかいうふう

に思うんです。 

  それで、それも含めて、会計年度任用職員の年収は以前と比べてどうなったのか、フルタイム職員とパート

タイムの両方をというふうに思うんです。職員の全体数はこの４月１日でどうなって、その中で正規の職員数
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と会計年度任用職員の数、会計年度任用職員の中のフルタイム職員とパート職員、それがそれぞれ何人いるか

説明してください。 

○浜口一利委員長 戸上委員、そのような質問は、概要ですので詳しくというところはちょっと質問を控えてい

ただきたいと思うんですけれども、概要の範疇でとどめておいてください。 

○戸上 健委員 委員長、何で僕これ今のときに聞いたかというと、性質別歳出ですので、各課の歳出の中で聞

くということになると各課に全部聞かないかんのです。まず、議会事務局からずっと各課の歳出が出るけれど

も、議会事務局では会計年度任用職員がお二人見えます。このお二人に対してどうなんだということを聞いて

いくんです。それで、その次は税務課、それから総務課、それぞれ全部聞かなきゃいかんのです。全部聞かん

とばーっと言うのは、この性質別歳出の審議の場なんですわ。 

  そうすると、何でこの３,６４９万円計上されたか、プラスで計上されたかというと、会計年度任用職員が

物件費から職員給になったためですと。じゃ、それはどういう中身なんですかという質問なんですわ。 

○浜口一利委員長 全体の中で聞くということで、答弁があれば。 

○戸上 健委員 委員長、またこの場で即答が難しいようなら、資料で出してもらっても結構です。 

○浜口一利委員長 できる。 

（「人数だけ」の声あり） 

○浜口一利委員長 横田課長補佐。 

○横田課長補佐 すみません。人数のほうだけちょっとお答えのほうだけさせていただくんですけれども、一般

会計のパートさんのほうで１４８人、一般会計フルタイムのほうで１８人、特別会計・企業会計パートで

２２人、特別会計・企業会計フルタイムで６人、合計で１９４名の方になると思います。 

○戸上 健委員 正規職員は何人おりますでしょうか。それはこの人件費に関わってきますので。 

○浜口一利委員長 総務課長。 

○中村総務課長 ３４０人でございます。３４０人。 

○戸上 健委員 はい、了解です。 

  委員長、続けてよろしい。 

○浜口一利委員長 はい。続けてください。 

○戸上 健委員 続けてよろしい。 

○浜口一利委員長 はい。 

○戸上 健委員 それでは、予算書の歳入について１０点お聞きします。 

○浜口一利委員長 １０点あるようやったら休憩したいと思うんですけれども、どうですか。休憩取りたいと思

いますけれども。 

（「お願いします」の声あり） 

○浜口一利委員長 それでは、１５分まで休憩します。 

（午前１０時０６分 休憩） 

─────────────── 

（午前１０時１３分 再開） 
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○浜口一利委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  総務課長。 

○中村総務課長 すみません、総務課、中村です。ちょっと発言の訂正を１件お願いします。 

  先ほど戸上委員の質問に対して、職員数を３４０人と申し上げました。この３４０人は令和２年度の数字で

した。ですので、令和３年度、今回当初予算に上げている数値は３４５人で、訂正のほうをお願いします。失

礼しました。 

○浜口一利委員長 ３４５人ということで、よろしくお願いします。 

  戸上委員、続けてください。 

○戸上 健委員 予算書の１３ページで、このコロナの影響による減収ですね。これは固定資産税も軽減２分の

１と、それで全額と軽減しました。 

  先ほどの説明では、減額の合計が２億８,５２２万円と聞きましたけれども、これは間違いありませんか。

コロナの影響による市税の減収の総額２億８,５２２万円。ちょっと僕も耳が遠いもので。 

○浜口一利委員長 税務課長。 

○勢力税務課長 はい。２億８,２６５万円ですね。 

（「８,２６５万円」の声あり） 

○勢力税務課長 ２億８,２６５万円。ただ、これは予算の段階ですので、１月１５日時点で算出したものであ

りまして、最終２月１日まで申告、申請がありました。それで、今現在評価替えの作業で評価が確定しており

ませんので、最終幾らになったというのはここから変動する予定です。 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 そうすると、今の２億８,２６５万円から減るということはなくて、増える可能性があるとい

うことですよ。前回でもそうやな。 

○浜口一利委員長 税務課長。 

○勢力税務課長 １月１５日時点の申請と、残りあと１５日ほどの申請見込みを入れまして２億８,０００万円

にしました。あと、これについては令和２年中の評価でちょっと算定しておりますので、先ほどの説明の中で

も申し上げましたが、評価替えの年度で、家屋は下がる傾向にありますので、もう少し少なくなるのじゃない

かなというふうに想定しております。 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 分かりました。 

  それで、２億８,０００万円前後コロナの影響で市税が減収すると。その市税の減収分を国はきちんと補塡

しますということを言うておりました。ところが、予算書を見ると２億８００万円しか国からの特例交付金、

これが来ておりません。何でこんなことになったんでしょうか。 

○浜口一利委員長 横田課長補佐。 

○横田課長補佐 先ほど戸上委員のほうからもおっしゃられたとおり、２億８,０００万円ぐらいのものに対し

て２億８００万円というようなことで予算のほうは計上させていただきました。 

  その理由といたしましては、国のほうから１月１３日時点のほうでちょっとまだその詳細な計算式等の連絡
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等がございませんでしたので、今回約２億８,０００万円に、普通交付税なんかのときに基準財政収入額のよ

うな形で考えたときに、７５％を乗じて、その分を今回のこのコロナウイルス関係の特例交付金として２億

８００万円という形で計上させていただいた次第です。 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 そうすると、地方交付税が確定する段階でさらに２億８,０００万円を国のほうがきちんとフ

ォローする可能性があるというふうに理解してよろしいでしょうか。 

○浜口一利委員長 横田課長補佐。 

○横田課長補佐 はい。今の現状ではうちらはそういうふうに見込ませていただきましたし、もちろん全額頂け

るように、その辺は国等に対しても県を通じてまた要望等はしていきたいと思っておりますので、またよろし

くお願いします。 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 はい、分かりました。 

  次に、１８ページの地方交付税についてお尋ねします。 

  先ほどの課長補佐の説明で、地方交付税算定に用いる国勢調査の人口は２０年国調の結果人口となったとい

う説明でした。前回、これまでと比べて鳥羽市の国調の人口は何人減って、それに伴う地方交付税の減少額は

どれだけでしょうか。 

○浜口一利委員長 横田課長補佐。 

○横田課長補佐 算定のほうにつきましては、令和２年度の国勢調査のほうを参考にはさせていただきまして、

また確定の数字ではございませんけれども、今まで、平成２７年の１万９,４４８人から令和２年度見込みと

しては１万７,５３８人ということで、１,９１０人ほどの減を見込んだ算定のほうをさせていただきました。 

  あと、どれだけ上がったのか、下がったのかというようなお話もいただきましたけれども、先ほども言いま

したとおり、今回、地域デジタル社会推進費などの新しい算定項目等も増えておりますので、この分減ったか

らどれだけ増減等があったのかというのはちょっとなかなか出しづらい状況でございます。 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 分かりました。デジタルの関連はまたお聞きします。 

  それで、人口減が１,９１０人、ざっと２,０００人前回の国調から減ったと。国のほうは、地方交付税の算

定は人口が基本です。ますますその比重を高めております、人口比で。鳥羽のように人口減少が止まらないと

いうところは地方交付税がどんどん減っていくと、一般財源がどんどん減っていくということになります。 

  以前も聞いたんだけれども、大体１人人口が減ると地方交付税は幾ら減りますでしょうか。 

○浜口一利委員長 横田課長補佐。 

○横田課長補佐 今までもお答えさせていただいておりましたけれども、大体１０万円前後程度というのは一つ

の数値になるかと思っております。 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 上村元企画財政課長の答弁によると、１人１３万円ということでした。まあ１０万円前後です

ね。１人減るとそれだけ地方交付税が減るということになるんです。だから、人口増対策というのが地方の財
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源上からも本当に重要になっとるということが言えると思います。 

（「人口だけではないけどな、戸上委員」の声あり） 

○戸上 健委員 次にお聞きしますけれども、先ほども触れた会計年度任用職員の期末手当支給ですけれども、

休憩のときに１万５,０００円プラスと総務課長に教えていただきました。この包括算定経費の人口において、

所要経費を一括計上したというふうに国のほうは言うております。 

  本市はこの会計年度任用職員の期末手当支給に対して、地方交付税で幾ら措置されましたでしょうか。 

○浜口一利委員長 横田課長補佐。 

○横田課長補佐 すみません。先ほど言われた包括算定経費の中では、確かに令和２年度と令和３年度の単位費

用的なものにつきましては、令和２年度が１万７,８００円が令和３年度は１万９,０００円ということで、人

口分として１,２００円程度の増というのはございましたけれども、では、それで、じゃ先ほど言われた会計

年度任用職員の期末手当分等でじゃどれだけ増えたかというところまで、ごめんなさい、ちょっと算定のほう

は難しいところがございますので、ご了承いただければと思います。 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 分かりました。 

  先ほども説明があった地域デジタル社会推進費というのが、今度初めて地方交付税に算入されました。鳥羽

市は幾ら算入されましたでしょうか。 

○浜口一利委員長 横田課長補佐。 

○横田課長補佐 先ほどの地域デジタル社会推進費につきましては、大体９,０００万円弱ぐらいを見込んで、

この予算のほうは見込んで計算のほうはさせていただきました。 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 何でこれ、歳入のところで聞いたかといいますと、歳出のところで、このデジタル推進を図る

ということはもう今の菅政権も非常に力を入れております。鳥羽市もそれをやらなければなりません。ところ

が、歳出のところは、これは全く計上されておりません。６月の補正予算ということ、肉づけ予算になるとい

うふうに思うんだけれども…… 

（「そうなると思います」の声あり） 

○戸上 健委員 歳入は計上して歳出は全く計上しないというところに、骨格予算の弊害も一つこれ、出とるん

です。 

  次に、地方交付税で消防団員の報酬について、団員１人当たり３万６,５００円措置されております。令和

元年度、鳥羽市の消防団員の１人当たり報酬は２万５,５００円でした。 

○浜口一利委員長 戸上委員、歳出のほうで聞いて、その分については。 

○戸上 健委員 いやいや、委員長、それは分かるんですけれども…… 

○浜口一利委員長 あまり、概要ですもんで。 

○戸上 健委員 ごめん。何で聞いたかというと、決算のときもこれ、同じこと聞いたんです、僕。決算で聞い

たけれども、消防のほうは、消防本部のほうはこの地方交付税でこれだけ削られたというようなことは答弁で

きないんですわ。財政当局でしか答弁できないんです。 
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  それで、歳出のときに私これを詳しく聞こうと思っても、財政当局は出席しておりませんから聞けないもの

で、今の場でしか聞けないんですわ。委員長、ごめん。そやもんでちょっと許可してほしいんです。 

○浜口一利委員長 今のは誰。答弁できますか。財政課長、できる。できるのであればいいですけれども。 

  横田課長補佐。 

○横田課長補佐 戸上委員のおっしゃりたいのは、消防のほうがそれだけ普通交付税等が減少してくる中でどう

なんやというようなことなのかもしれませんけれども、実際に、ごめんなさい、明確なお答えではないかもし

れませんけれども、一応、普通交付税の消防費のほうにつきましては、人口分としては、先ほどの令和２年度

が１万１,４００円が１万１,７００円、団員さんのほうではないですけれども、人口分でこちらのほうも少し

は増が入っておるような状況ではございます。 

  ただ、普通交付税につきましては、一般財源としての活用のほうになってまいりますので、その辺はまたご

理解いただければと思います。 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 いや、それはよう分かっとるんです。よう分かっとるけれども、これは、総務省消防庁のホー

ムページではこの消防団について、報酬は国のほうは１人３万６,５００円で国のお金を出しておりますと、

それに見合う各自治体は報酬にしたってくれということを言うております。ところが、鳥羽市の場合はそれよ

り１万１,０００円低いんです、消防団員のね。 

  ということは、国が地方交付税で措置した額の消防団員１人当たりの１万１,０００円はほかに流れていく

と。先ほど課長補佐が答弁したように、一般財源でくくってあるもので、何に使うかということはあなた方の

才覚によるわけなんです。 

  それで、これ、歳出のほうで消防長に消防団員を国の地方交付税に即して上げたってくれと言うても、彼ら

はそれはできないんですわ。財政当局と市長、副市長のこれは予算査定に結局は委ねられておるんです。だか

ら、僕はこの場でそれは言いました。これは一般質問でも、消防団員の報酬引上げについては前にも言うたん

ですけれども、あえてそれを言うときました。 

○浜口一利委員長 戸上委員、そういうことについては、財政当局の考え方とかそういうものでいろいろ変わっ

てくると思うんですけれども、国からその分をもらってそのままということではないと思うんですけれども、

そんなところはあると思うんですけれども、そのあたりも踏まえて、少し質問のほうは控えてほしいと思いま

す。 

○戸上 健委員 委員長のご指摘ですもんであえて言いませんけれども、そういうのはいっぱいあるんです。 

○浜口一利委員長 いっぱいあると思いますよ、それは。 

○戸上 健委員 例えば図書館とか、国のほうからこれだけ図書館は措置しましたというても、それより低いと

いうことはあるんです。僕はあえてこの消防団員の報酬についてだけ取り上げたんです。というのは、これは

もっときちんとしたってくれと。もう消防長も退職なさいますから、酌み上げて、これはもうちゃんと議会と

してしたるというぐらいのことをせないかんというんで、あえて僕はこれ、発言させてもらいました。委員長、

ごめん。 

○浜口一利委員長 はい。次の質問に移ってください。 



－22－ 

○戸上 健委員 続けてよろしい。 

○浜口一利委員長 はい、次の質問に。 

○戸上 健委員 先ほどの課長補佐の説明で、４１ページの財政調整基金の繰入れについてお尋ねします。 

  １億３,０００万円今回繰り入れて、本当はためてほとんど出したくない財調が、また前年は１億円、今度

１億３,０００万円で３,０００万プラスして、あなた方繰り出さんならんということだけれども、当初での過

疎債を見送ったため財調でこれを手当てしましたという課長補佐の説明だったというふうに思うんです。 

  ６月以降、過疎債というのが手当てできるようになれば、この財政調整基金の１億３,０００万円というの

は財源更正でもっとぐんぐん減らせるという見通しなんでしょうか。 

○浜口一利委員長 横田課長補佐。 

○横田課長補佐 先ほどの過疎債のほうの説明なんですけれども、まず、今ちょうど国会のほうで上がっており

ますけれども、今、過疎法のほうが今年度で切れるということで、来年度に向けて今、国会のほうで審議をし

ていただいておりますので、当初予算のほうには盛ることが実際はできませんでした。 

  もちろん、過疎のほうがいろいろ有利な点がございますので、そういったものがこの７月以降また使えるよ

うであれば、もちろん計画等を踏まえた上で、また議会のほうに上程させていただいた上で予算等計上してい

きたいと思っております。 

  ご質問の、その分過疎債が使えたからこの財政調整基金のほうが減るのかどうかというところにつきまして

は、実際そこの過疎に充てている分に財調を充てているかというようなところ、一般財源として取り扱ってお

りますので、実際減るかどうかというのはそのときになってみなければ分からない点もございますけれども、

一般的には多分過疎で一財のほうに出している部分も、使わずに出す部分もあるかとは思いますので、そうい

ったところは単純には減る可能性があるのではないかなとは考えております。 

○浜口一利委員長 事業によって変わりますということ。 

○戸上 健委員 分かりました。了解です。 

  次に、臨財債の計上についてお尋ねします。４６ページです。 

  これ、３億円から３億６,０００万円にプラス６,０００万円しました。これは議案の質疑の中でも言いまし

たけれども、総務省のほうはこれ、臨財債については、過少に見積もらないでくださいと、最大限見積もって

くださいと。そして、地方のコロナで減収した一般財源を増やしてくれと。一般財源の範疇ですからね、この

臨財債は。臨財債という名前になっとるけれども、地方交付税と大体同じ扱いです。 

  これを３億６,０００万円だけというのはどうも僕は解せんのですけれども、国が示した算定の発行可能額

の最大限を見積もったんでしょうか。 

○浜口一利委員長 横田課長補佐。 

○横田課長補佐 この現時点で見込まれるところまでを見込ませていただいた次第でございます。 

（「最高額」の声あり） 

○横田課長補佐 はい。 

○浜口一利委員長 はい。 

○戸上 健委員 はい、分かりました。最高額を見積もったということです。 
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  それで、国のほうは最高額を見積もれと言うとんのに、僅かこれ６,０００万円だけしか最高額を増やして

いないというのは、国のほうが問題だということを現場としては言えるというふうに思います。違う。 

○浜口一利委員長 最高額を見積もった金額が３億６,０００万円ということなんです。 

○戸上 健委員 そうです、そうそう。最高額を国のほうが示した基準があるわけ、発行可能額というのがある

んです、レベルが。発行可能額を最大限見積もって３億６,０００万円ですという説明やろうな。違う。 

○浜口一利委員長 そうやろ。 

○横田課長補佐 はい。基本、国の計画のほうを参考にさせていただいて、うちのほうは見積もってつくらせて

いただいておりますので、あくまで現時点にはなりますけれども、今の状況で出せるものは出させていただい

たという次第になっております。 

○浜口一利委員長 現時点で最高額を見積もった金額が３億６,０００万円です。 

○戸上 健委員 横田さん、ちょっと僕理解できへんねやけれども、国のほうは臨財債についても全体として増

額しましたと。それで、コロナの減収をこのほうでも見ますと。それで、発行可能額というのは各自治体によ

って全部違います。鳥羽市の場合は発行額はこれぐらい、これですよというレベルがあって、そこのレベルの

最高額まで今回は予算計上したという僕は理解なんですけれども、それでいいんですか、どうですかというこ

となんです。イエスかノーかでいい。僕が間違うとったら間違うとると言ってください。 

○浜口一利委員長 横田課長補佐。 

○横田課長補佐 現時点で見込まれるものについては、そこまで見込ませていただいた次第になっております。 

○浜口一利委員長 さっきからそう言うとんねん。 

○戸上 健委員 はい、分かりました。 

  委員長、よろしい。 

○浜口一利委員長 はい。 

○戸上 健委員 本当は国のほうで、そんなに胸張るんやったら、この３億６,０００万円の発行可能額という

のを倍ぐらいにして、１０億円鳥羽市は発行しても構いませんよと、後からきちっと地方交付税で面倒見るん

だから、全額この臨財債は。 

○浜口一利委員長 ほかの質問に移ってください。 

○戸上 健委員 以上です。 

○浜口一利委員長 ああ、以上ですか。 

○戸上 健委員 以上です。 

○浜口一利委員長 他にございませんか。 

  関連でもよろしいですけれども、国保税とかそんなんはよろしいですか。 

  当初予算の概要及び一般会計歳入についてご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○浜口一利委員長 なかったらこれで終わりたいと思いますけれども、よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○浜口一利委員長 それでは、ないようですので、当初予算の概要及び一般会計歳入の審査を終わります。 
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  説明員入替えのため、５分休憩いたします。 

（午前１０時３６分 休憩） 

─────────────── 

（午前１０時４１分 再開） 

○浜口一利委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を再開します。 

  それでは、一般会計歳出の審査に入りますが、冒頭申し上げたとおり、所管課単位で審査を行います。 

  初めに、議会事務局、会計課、選挙管理委員会、監査委員事務局を所管ごとに審査を行います。 

  それでは、議会事務局の当初予算、説明資料は２９ページから３０ページを審査します。事務局長の説明を

求めます。 

  事務局長。 

○清水議会事務局長 議会事務局の清水です。よろしくお願いします。 

  初めに、議会費につきましては、本年の１月の全員協議会終了後におきましてこのたびの議会費の予算要求

についてご説明をさせていただいておりますので、重複する部分もあるかと思いますがよろしくお願いします。 

  それでは、当初予算説明資料２９ページ、３０ページになります。予算書は４８ページから５１ページでご

ざいます。 

  説明資料の２９ページをご覧ください。 

  初めに、予算説明資料は中事業を中心に記述させていただいております。 

  議会費の中事業はこのページの本会議と各種委員会、そして、次の30ページの議会一般管理費の三つがござ

います。 

  それでは、２９ページに戻っていただきまして、本会議及び各種委員会については、本会議、委員会への議

員の出席における費用弁償等のみでございますので、予算上は特段大きな変更はございません。 

  しかし、議会運営におきましては、新年度に鳥羽市議会委員会条例の規定に基づきまして各委員会等の任期

が満了となるため、５月１７日の定例日に役員改選が行われます。また、委員会におきましては、新年度の

５月から総務民生常任委員会と文教産業常任委員会を一本化しまして、行政常任委員会として新たな委員会が

誕生いたします。 

  次に、３０ページをお願いいたします。 

  議会一般管理経費でございます。 

  ここでは、全国、東海、三重県等の議長会への各種会議への出席旅費及び負担金を計上しております。また、

議員研修会といたしまして、議員力、議会力の向上やさらなる議会改革推進のために、専門講師２名を招聘し、

研修会を実施いたします。 

  なお、コロナ禍が続き、直接研修が受けられない場合には、リモートでの開催も議員の皆さんからご意見を

いただいておりますので、そのようなときには開催のほうを検討していきたいと考えております。 

  次に、友好都市議会であります兵庫県三田市議会との交流でございます。三田市議会との交流を継続し、お

互いが抱える歴史文化、スポーツ、教育、防災等の幅広い分野の諸課題について、議会運営委員会委員の皆さ

んで三田市を訪問して情報交換を行います。また、今後の両市議会の交流の在り方などを検討、議論する年に
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したいと考えております。 

  以上で議会費の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○浜口一利委員長 事務局長の説明は終わりました。 

  ご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○浜口一利委員長 よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○浜口一利委員長 それでは、ご質疑もないようですので、次に、会計課の当初予算、説明資料は４９ページか

ら５０ページを審査いたします。 

  説明を求めます。 

  会計管理者。 

○世古会計管理者 会計課の世古です。どうぞよろしくお願いします。 

  内容説明に入ります前に、新年度予算編成に当たりまして苦慮した点などについてそれぞれ述べるようにと

のことでありますが、会計課の業務につきましては各課の歳入歳出を取り扱うもので、事業としてはほとんど

なく、人件費等の必要最低限の予算となっております。 

  多くの課が予算編成に苦慮する中、会計課は予算査定もなく、苦慮することもなく予算編成をできました。

ただ、予算は伴いませんが、会計事務の職員研修などを実施し、職員の知識向上に努めていきたいと考えてお

ります。 

  それでは、新年度予算の説明をさせていただきます。 

  予算書５０、５１ページになります。説明資料は４９ページをご覧ください。 

  それでは、来年度の主な予算についてご説明します。 

  款２総務費、項１総務管理費、目１一般管理費、事業区分、総務給与等管理費では、会計年度任用職員１名

の報酬等として２７３万７,０００円を計上しております。昨年とほとんど変わっておりません。 

  次に、予算書の５６、５７ページをご覧ください。 

  目４会計管理費につきましては、会計事務に係る経費と職員の能力の向上を図るための研修会などに係る経

費とを合わせ、５４万６,０００円を計上しております。これらは事務経費ですので、前年度とほとんど変わ

りません。 

  続きまして、６０、６１ページをご覧ください。資料は５０ページになります。 

  目５財産管理費、説明欄３、基金積立金、運用基金積立金につきましては、７７万２,０００円を計上して

おります。 

  なお、前年度とほぼ同額でございます。 

  以上でございます。 

○浜口一利委員長 世古会計管理者の説明は終わりました。 

  ご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 



－26－ 

○浜口一利委員長 よろしいですね。 

（「はい」の声あり） 

○浜口一利委員長 ご質疑もないようですので、次に選挙管理委員会の当初予算、説明資料の５５ページから

５７ページを審査いたします。選管書記長の説明を求めます。 

  選管書記長。 

○中村選挙管理委員会書記長 選挙管理委員会書記長、中村です。よろしくお願いいたします。 

  予算説明資料は５５ページから５７ページ、予算書につきましては７８ページから８３ページが選挙管理委

員会となっております。よろしくお願いします。 

  選挙管理委員会の予算につきましては、選挙管理委員会の運営経費並びに次期市長選挙、衆議院議員選挙の

費用が主なものであり、予算編成において大きく苦慮した点はございません。 

  それでは、説明に入らせていただきます。 

  ５５ページをお願いします。 

  まず、鳥羽市長選挙ですが、予算額は１,５２０万円を計上しております。内容は、令和２年４月２０日に

任期満了となる鳥羽市長選挙を４月４日に告示し、４月１１日に投開票を行う費用を計上しております。 

  また、期日前投票、投票日及び開票作業に係る報酬、職員手当のほか、ポスター掲示場設置及び撤去業務委

託、ポスター掲示板の借上料等の費用を計上しております。 

  参考情報の欄ですけれども、告示日が令和３年４月４日、投開票日、令和３年４月１１日、投票所について

は２６か所、期日前投票につきましては令和３年４月５日から１０日、期日前投票所としまして市役所西庁舎、

旧文化会館でございます。これは全期間。それから、各離島５か所におきましては投票日前日となります。 

  続きまして、５６ページをお願いします。 

  衆議院議員選挙費ですが、予算額は１,７７０万円を計上しております。 

  内容は、令和３年１０月２１日に任期満了となる衆議院議員選挙に係る費用を計上しております。 

  期日前投票、投票日及び開票作業等に係る報酬、職員手当のほか、選挙資料作成等業務、ポスター掲示場設

置及び撤去業務委託、ポスター掲示板借上料、それから、最高裁国民審査開票作業に係る読取集計機等の購入

費用を計上しております。これにつきましては、もう２０年以上経過をしておりまして、もう故障が起きた場

合に対応する部品もないということで、今回計上をさせていただいております。 

  また、選挙事務に従事する会計年度任用職員に係る費用を計上しております。 

  参考情報の欄ですけれども、投票所は２６か所、期日前投票所は西庁舎、１１日間、それから各離島５か所

におきましては投票日の前日を予定しております。 

  続いて、５７ページをお願いいたします。 

  選挙管理委員会事業ですが、予算額は８８９万２,０００円を計上しております。 

  選挙の公正な管理執行、選挙事務の運営に関する助言等を行う選挙管理委員会の運営経費を計上しておりま

す。 

  主な経費は、委員報酬並びに職員１名分の人件費等でございます。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 
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○浜口一利委員長 選挙管理委員会書記長の説明は終わりました。 

  ご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○浜口一利委員長 よろしいですか。 

（「委員長」の声あり） 

○浜口一利委員長 坂倉委員。 

○坂倉広子委員 以前、私、一般質問させていただいたと思うんですが、投票会場の見直し。市民の方から、買

物をしたついでに投票を鳥羽市としては考えられないだろうかというお声をいただいてから、その後、その検

討をどのようにされたのかお伺いしたいと思います。 

○浜口一利委員長 選管書記長。 

○中村選挙管理委員会書記長 ショッピングセンターで投票ができないかどうか、ショッピングセンター側とい

ろいろ協議をさせていただきました。 

  その協議の中では、設置するとしたらここという候補の場所もいただいて、いろいろ検討はさせていただい

たんですけれども、セキュリティーの面とか機材の面とかでなかなかすぐには難しいということで、この新年

度におきましても、その対応はちょっとまだ検討課題ということにさせていただいております。 

○浜口一利委員長 坂倉委員。 

○坂倉広子委員 高齢者の方が投票しやすいようなこともやはり例えば考えていただきたいというお声はたくさ

んいただいておりますので、また今後ともご検討よろしくお願いいたします。 

○浜口一利委員長 他にございませんか。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○浜口一利委員長 それでは、ご質疑もないようですので、次に、監査委員事務局の当初予算、説明資料の

５８ページを審査いたします。事務局長の説明を求めます。 

  永野係長。 

○永野監査委員事務局係長 監査委員事務局係長の永野でございます。本来なら局長が説明を行うところですが、

本日は体調不良によりお休みをいただいておりますので、代わりに私のほうから説明をさせていただきます。

よろしくお願いします。 

○浜口一利委員長 はい、お願いします。 

○永野監査委員事務局係長 令和２年４月１日からの地方自治法改正によりまして、監査制度の充実強化を目的

として監査基準を策定し、その基準に従い監査機能の充実を図り、実効性の高い監査等の実施に努めるものと

されました。このことにつきましては予算は伴いませんが、監査機能の役割を積極的に果たすことができるよ

う、事務局として監査委員の職務を補助しながら、実効性の高い監査に努めていきます。 

  それでは、予算の説明をさせていただきます。 

  予算書は８６ページ、予算説明資料は５８ページになります。 

  説明資料の５８ページの監査委員事務局をご覧ください。 

  款２総務費、項６監査委員費、目１監査委員費、監査委員経費としまして１,９４５万９,０００円を計上し
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ております。 

  新規・拡充に伴う予算はなく、主なものは監査委員報酬、費用弁償及び職員人件費でございます。 

  以上、監査委員経費の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○浜口一利委員長 係長の説明は終わりました。 

  ご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○浜口一利委員長 よろしいですね。 

（「はい」の声あり） 

○浜口一利委員長 それでは、ご質疑もないようですので、説明員交代のため、暫時休憩いたします。 

（午前１０時５６分 休憩） 

─────────────── 

（午前１０時５８分 再開） 

○浜口一利委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  続いて、企画財政課の当初予算、説明資料３１ページから３８ページを審査いたします。 

  企画財政課長及び担当副参事の説明を求めます。 

  企画財政課長。 

○濱口企画財政課長 企画財政課、濱口です。よろしくお願いします。 

  それでは、企画財政課の歳出予算につきまして順に説明をさせていただきますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○浜口一利委員長 高浪副参事。 

○高浪副参事 企画財政課、高浪です。よろしくお願いいたします。 

  まず、拡充事業についてご説明をいたします。 

  予算書は６６、６７ページ、予算説明資料は３１ページでございます。 

  ２款総務費、１項総務管理費、目１３地域振興費、ふるさと納税推進事業で４億４１０万３,０００円でご

ざいます。ふるさと納税制度により全国から鳥羽市への寄附を募り、寄附をいただいた方に市の特産品を贈呈

するための費用でございます。 

  令和３年度はふるさと納税寄附額を７億円と見込んでおり、その返礼品に係る報償費２億６,４２４万

９,０００円、ポータルサイト手数料や決済システム利用料など１億３,８９４万３,０００円を計上しており

ます。特産品の充実、ポータルサイトへの掲載情報の充実、寄附受け付け窓口の増設やＧＣＦなどの活用につ

いて検討をし、制度の趣旨に沿った事業を展開しながら寄附の増加、財源の確保につなげます。 

  なお、令和２年度は事業の目標値を寄附の件数４,５００件としておりましたが、令和２年度では既に目標

を達成し、今後もさらに件数は伸びるものと推測しております。令和３年度における目標値を寄附総額に変更

し、目標額を７億円といたしました。 

  また、さきにご提供いたしました企画財政課資料１において、令和３年度ふるさと納税充当事業についてお

示しをしておりますので、ご覧おきください。 
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  続きまして、継続事業についてご説明いたします。 

  予算書は５８、５９ページ、予算説明の資料は３３ページをご覧ください。 

  ２款総務費、１項総務管理費、目５財産管理費、積立金（基金）で７億円でございます。ふるさと納税寄附

額を７億円と見込み、寄附額をふるさと創生基金へ積み立てます。 

  続きまして、予算書は６８、６９ページ、予算説明の資料は３４ページをご覧ください。予算説明資料の

３４ページ、下の段でございます。 

  ２款総務費、１項総務管理費、目１３地域振興費、地域おこし協力隊支援事業で３２万２,０００円でござ

います。新たに地域おこし協力隊を募集するための募集説明会等に係る費用でございます。 

  予算の説明資料３５ページをご覧ください。 

  ２款総務費、１項総務管理費、目１３地域振興費、石鏡町における地域おこし協力隊事業で４２１万

２,０００円でございます。地域おこし協力隊が石鏡町内会と連携し、海女や海藻等の文化的な価値や暮らし

の魅力を発掘し、石鏡暮らし体験プログラムを造成します。 

  現在、石鏡町には地域おこし協力隊２名が活動しており、うち１名は令和３年６月末で卒業となります。主

な経費は、協力隊員２名の活動のための報償費等でございます。 

  なお、現在、地域おこし協力隊は石鏡町のみに着任しております。令和３年度におきましては、地域おこし

協力隊のＯＢが活躍する鳥羽なかまちや離島地区、さらにその他の地域との調整なども行いながら、新たな地

域おこし協力隊の着任による地域の活性化を目指してまいります。 

  次に、その下の段でございます。 

  ２款総務費、１項総務管理費、目１３地域振興費、移住・定住促進事業、鳥羽への移住・定住応援事業で

９０５万円でございます。田舎暮らしを希望する都市住民に対して、鳥羽市への移住が一つの選択肢となるよ

う、鳥羽での暮らしの魅力をフェイスブック等で発信し、広報とばでの情報発信も行います。また、若者世帯

の定住を促進するため、定住応援事業奨励金を継続して実施します。 

  それでは、さきにご提供いたしました企画財政課の資料をご覧いただきたいと思います。 

  提供いたしました資料、資料２、右肩のほうは企画財政課２と書いてある資料でございます。左上のほうに

ページ数を振ってございます。 

  定住応援事業奨励金のアンケートの結果についてご紹介をしたいと思います。 

  まず、この定住応援事業奨励金については、平成２３年度から令和２年度、現在まで１０年間継続をしてお

ります。令和３年度では１１年目となります。当初の仕組みから少しずつ条件や奨励金額を変えながら取り組

んでまいりました。 

  ここにお示ししましたのは、平成３０年４月１日から令和２年２月末までに奨励金の交付決定を受けた

７８人にアンケートを実施し、そのうち有効回答４８件についてまとめたものでございます。 

  では、資料の１ページから３ページ、１ページから３ページまではアンケートの内容でございます。 

  ４ページをご覧ください。 

  ４ページ、問５「本奨励金は、市内からの転出抑制に有効であると思いますか。（１つ選択）」という問い

でございます。 
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  ５ページをご覧ください。 

  ５ページが今の結果の円グラフになっております。「市内からの転出抑制に有効である」「少し有効であ

る」合わせて７３％となっております。 

  次に、６ページをご覧ください。 

  問６「本奨励金は、他の市町や他県からの転入促進に有効であると思いますか。（１つ選択）」という問い

です。 

  ７ページをご覧ください。 

  「他の市町や他県からの転入促進に有効である」「少し有効である」合わせて６９％となっております。 

  ８ページをご覧ください。 

  ８ページは問７です。「鳥羽に定住することを決めた理由についてお聞かせください」、最大三つまで、以

下の１６の項目の中から選択をしていただく形式となっております。 

  次に、９ページをご覧ください。 

  結果の円グラフになっております。定住理由として一番多かったものが、「鳥羽に実家がある、または近

い」で３４％、２番目が「教育・子育て環境がよい」で１５％、３番目が「自然環境が豊か」で１１％、次い

で「その他」、５番目が「近所付き合い等の人間関係が良好」と、「この奨励金があったから」と同率となっ

ております。 

  １０ページをご覧ください。 

  次に、クロス集計したものがありますのでご紹介をしたいと思います。 

  このアンケート問２で、取得した住居に入居する前の住所はどこかということを聞いております。１がもと

もと鳥羽市内に居住していた方、二つ目が鳥羽市外に居住していた方、三つ目が三重県外に居住していた方、

四つ目が住所の異動なしの方。この問いと先ほどの問７、鳥羽に定住を決めた理由についてクロス集計を行い

ました。 

  クロス集計の結果が１１ページにございます。 

  結果の棒グラフになっております。上の棒グラフ、有効回答数は６件でございます。三重県外から転入して

きた方が鳥羽に定住すると決めた理由、１位が「自然環境のよさ」３３％、あとは全て同率で、「公害が少な

い」「人間関係が良好」「教育・子育て環境がよい」「実家が近い」等、それぞれ１７％となっております。 

  真ん中の棒グラフです。有効回答数は２４件でございます。鳥羽市外から転入してきた方が鳥羽に定住する

と決めた理由です。１位が「実家が近い等」３３％、２位が「この奨励金があった」１７％、３位が「自然環

境のよさ」「その他」それぞれ１３％、あとは「教育・子育て環境」８％となっております。 

  一番下の棒グラフ、有効回答数は６７件でございます。もともと鳥羽市内に居住の方が鳥羽に定住すると決

めた理由でございます。１位が「実家が近い等」３６％、２位が「教育・子育て環境がよい」１７％、３位が

「自然環境」９％、次いで「人間関係が良好」７％となっております。 

  このアンケート結果から見てみますと、鳥羽が持つもともとの魅力であります緑や自然環境が豊かであるか

ら、近所付き合いなど人間関係がよいから、教育など子供を育てる環境がよいからという回答が多くなってお

ります。圧倒的に多いのは、鳥羽に実家がある、実家が近いからという理由でございました。実家がある、実
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家が近いということからも分かりますように、この奨励金の申請者の多くが鳥羽市の関係人口であり、関係人

口が定住の入口であることが分かります。 

  また、近年、窓口での相談等を受ける中で、中古マンションの購入も目立つようになってまいりました。中

古物件に関しては、近年なかなか売却が進まず、価格が減少している傾向もありますが、これまでの奨励金の

条件、中古物件の取得におきましては２００万円以上が奨励金の対象となっておりますが、こちらに合致しな

い場合もあろうかと思います。 

  また、国の施策では、都市と地方など生活の拠点を複数構える二地域居住、多拠点居住の推進が図られ、そ

のほかにも、アーティストやクリエーティブ層に関しては、新築ではなく中古物件を自身の好みや目的に応じ

てリノベーションをして居住される傾向が見られます。財政健全化を進める中、こういったことを踏まえまし

て、奨励金に関しては全体額の縮小、中古物件取得への支援を拡充というように形を変えて予算を計上いたし

ました。 

  資料の１２ページをご覧ください。 

  １２ページには、令和３年度定住応援事業奨励金のチラシ案をご紹介しております。 

  令和３年度におきましては、上のほうの四角です。「住宅の対象要件と交付額は？」というところの枠です

けれども、一つ目が、新築住宅を取得した場合、取得価格が５００万円以上のものに対して交付額３０万円を

２０件、二つ目が、中古住宅を取得した場合、取得価格２００万円以上のものに対して交付額２０万円を

１０件、同じく中古住宅を取得した場合、取得価格１００万円以上のものに対して交付額１０万円を１０件、

こちらは新規でございますけれども予定をしておりまして、総額９００万円、件数は４０件を予算計上いたし

ました。 

○浜口一利委員長 企画財政課長。 

○濱口企画財政課長 続きまして、予算説明資料の３７ページの上段をお願いします。予算書のほうは２１８ペ

ージ、１９ページでございます。 

  １１款公債費、１項公債費、１目元金でございます。平成２９年に借入れを行いました緊急防災・減災事業

債（消防庁舎用地造成工事）などの償還が開始したことにより、前年度に比べまして増額となっております。 

  次に、同ページ下段で目２利子でございます。施設整備等の事業に係る資金調達のために借り入れた市債の

償還利子を計上しております。 

  以上でございます。 

○浜口一利委員長 高浪副参事。 

○高浪副参事 続きまして、予算書は２１８、２１９ページ、予算説明資料は３８ページをご覧ください。 

  １２款諸支出金、１項公営企業費、目１交通事業費、定期航路事業特別会計繰出金で１億円でございます。

離島住民等の生活の安定と利便性の向上に資することを目的とした定期航路の維持を図るため、定期航路事業

特別会計へ繰り出します。 

  以上、企画財政課の説明を終わります。 

○浜口一利委員長 説明は終わりました。 

  質疑に移ります。 
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  最初に、拡充事業について、説明資料３１ページ、ふるさと納税推進事業でご質疑を受けたいと思います。

３１ページ、ございませんか。ふるさと納税推進事業費について。 

  濱口委員。 

○濱口正久委員 ふるさと納税推進事業で、ここにあります、ポータルサイトへの掲載情報の拡充とありますけ

れども、これは昨年度補正で上がったポータルサイトとは全く無関係なんでしょうか。それとも、これは普通

のポータルサイトへの窓口を増やしていくという方向でよろしかったんでしょうか。 

○浜口一利委員長 高浪副参事。 

○高浪副参事 令和２年度はポータルサイトが九つございます。ちょっと補正で上がったポータルサイトという

のは、ふるさと納税でしたか。 

（「移住・定住のほうの窓口にも関係してくるというのかということ」の声あり） 

○浜口一利委員長 高浪副参事。 

○高浪副参事 すみません。オンラインコミュニティのポータルサイトだと思いますが、そちらもふるさと納税

に関しては、情報発信はそこでできるかと思いますが、ふるさと納税を実際に受け付ける窓口ということで、

そちらを拡充していくというご理解でお願いします。 

○浜口一利委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 私が聞きたかったのは、そういうところからいろんなところで案内をして、いろんなところへ

導いていく工夫をしていくのかということだったので、今の話でいくとよく分かりましたので、ありがとうご

ざいます。 

  それと、もう一点。 

○浜口一利委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 よろしいですか、続いて。 

○浜口一利委員長 はい。 

○濱口正久委員 ＧＣＦ等の制度の活用とかありますけれども、これ、今何か検討されているものとかがあれば

教えていただきたいんですけれども。 

○浜口一利委員長 高浪副参事。 

○高浪副参事 ずっとこういうことをやれないかという検討自体はしているんですけれども、やはりこれをやり

たいという内容と、そこに寄附が集まるだろうという組立てをする工夫も必要でございます。 

  それと、世の中の状況を鑑みて、令和２年度できなかったところではございますが、各担当課であるとかそ

ういったところとの連携を図りながら、組立てはこれからも考えてはいきたいと思っています。今現在、これ

をやろうというものは持ってはおりません。 

（「ありがとうございます」の声あり） 

○浜口一利委員長 よろしいですか。関連でございませんか。 

  世古委員。 

○世古安秀委員 ふるさと納税は今年度６億円、本当によく頑張ってやってくれたというふうに思いますけれど

も、この返礼品の内訳というのはどういうふうに、いろんな物品とか、あるいは宿泊補助券とかって、その辺
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の内訳はどういうふうに見込んでいるんですか。 

○浜口一利委員長 押川主査。 

○押川主査 企画財政課、押川です。よろしくお願いいたします。 

  返礼品の内訳につきましては、主力の返礼品が現在真珠製品となっておりまして、こちらが令和２年度にお

きましては４３％程度を占めております。続きまして、宿泊観光周遊券が、昨年度よりは下がりましたけれど

も２９％弱という実績になっております。この二つが現在、鳥羽市の主力の返礼品となってございまして、そ

の後続きまして加工品、カキですとかアワビなどの海産物等の加工品等が続いてまいりますので、そちらも幅

広く配しながら、今ある人気の商品も充実させていきつつ伸ばしていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○浜口一利委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 ありがとうございます。 

  真珠製品が非常に皆さんの頑張りで前から増えてきたということですけれども、やっぱり、一般質問でも言

いましたけれども、鳥羽市の宿泊にぜひつなげていただく、先ほど２９％が２年度は宿泊の観光周遊券ですか、

そういうふうなんでされているということなんですけれども、それを増やすための何か手だてというか、それ

から電子クーポンというのも扱われているというふうなことをちょっと聞いたんですけれども、その辺ちょっ

と説明をお願いしたいと思います。 

○浜口一利委員長 高浪副参事。 

○高浪副参事 周遊券を伸ばすための施策ということで、やはり鳥羽に来てみたくなるという情報発信が非常に

重要かと思います。その上で、寄附がしやすいようなポータルサイトの充実、それから、先ほど言われました

電子化によって寄附ができるような仕組みも取り入れておりますので、そちらの周知も図っていきたいなと思

います。 

  鳥羽に来たくなるような情報発信ということですので、令和３年度新たにこんなＰＲをしようということも

新しい取組として考えておりますので、またそちらが実現することになればどんどん発信をしていきたいと思

います。 

  以上です。 

○浜口一利委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 一般質問のほうでもちょっとさせていただきましたけれども、小規模ないろいろな事業所に対

しての買物ができるとか、市に対して要望書も、土産物とかの要望書が出ておりましたので、そういうところ

でも使えるような、便利に使えるような制度の充実をぜひお願いいたしたいと思いますけれども、その辺に対

してはどうですかね。 

○浜口一利委員長 高浪副参事。先ほどの…… 

○高浪副参事 そうですね。世古委員言われたのは、恐らくコロナ対策の部分でのいろいろ使えるクーポンのお

話かと思います。 

  既にふるさと納税の仕組みでは、周遊券で宿泊だけではなく物が買えたりとか施設に入場できるというふう

なこともありますので、そちらも知らない方がいらっしゃったら周知をして、さらに寄附を伸ばしていくよう
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に努力をしたいと思います。 

  以上です。 

○浜口一利委員長 世古委員。 

○世古安秀委員 来る人もそうですし、それを使う店のほうにもそういうふうな便利なのがありますよというよ

うな情報発信を十分にしていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○浜口一利委員長 他にございませんか。よろしいですか。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 １点お聞きします。 

  この手数料ですけれども、手数料が７,２６６万８,０００円から１億３,８９４万円へ９０％以上増加して

おります。一方、寄附額は当初予算ベースで４億５,０００万円から７億円へ５５％増になっております。何

で手数料はこういう増え方になったんでしょうか。その内訳はどうなっていますでしょうか。 

○浜口一利委員長 永野副室長。 

○永野副室長 先ほどの手数料の件ですが、まず総務省のほうから、こちらの手数料等、報償費等も含めて５割

以内に収めるというふうな形となっておりまして、本年度７億円の寄附に対して５０％までということですの

で、３億５,０００万円までとなっております。それに対して、今年度の手数料ともろもろ含めた形で、３億

４,９８５万４,０００円というふうな形で、比率としては４９.９７％、５０％以内となっております。 

  手数料の内訳といたしましては、ポータルサイトのほうを今年度９社、４社増やした形で、まだ令和３年度

につきましてもポータルサイトのほうを増やしていく方向性がありますので、そのあたりで手数料のほうが増

加というふうな形にはなっております。 

  以上となります。 

○浜口一利委員長 戸上委員、よろしいですか。よろしいですね、今の説明で。数字が…… 

○戸上 健委員 僕が疑問に思ったのは、納税額は４億５,０００万円から７億円で、２億５,０００万円しか増

えていないんです。ところが、手数料は倍近く増えとるわけやもんで、これ、説明ではポータルサイトをプラ

スしたからという説明でしたけれども、本来であれば手数料に見合うだけの率の寄附額を期待したいというこ

とです。 

  以上です。答弁、結構です。 

○浜口一利委員長 関連でございませんか。よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

○浜口一利委員長 歳入不足の中でふるさと納税に期待するところが大きいもんで、新たな取組ということで力

を注いでください。お願いします。 

  それでは、ご質疑もないようですので、続いて、継続事業について、説明資料３２ページ、企画一般管理経

費から３５ページ上段の地域おこし協力隊事業までの範囲でご質疑を受けたいと思います。 

  ３２ページから３５ページまでの間でご質疑ございませんか。上まで、小さく何か細分化しとるのはあれや

けれども、よろしくお願いします。鳥羽高校活性化支援事業、地域おこし、よろしいですか。 
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（「一言」の声あり） 

○浜口一利委員長 坂倉委員。 

○坂倉広子委員 今回の予算の中で、参考動画というＱＲコードを添付していただいたことにとてもいい発想を

していただいたと思っておりますので、こういうのを情報発信できたらいいなと思っておりますので、ちょっ

と敬意を表したいと思います。 

○浜口一利委員長 答弁はよろしいですか。鳥羽高校活性化支援事業ということですか。 

○坂倉広子委員 はい。ここのＱＲコード。 

○浜口一利委員長 参考動画やな。 

○坂倉広子委員 はい。いい試みだと思っております。 

（「委員長、よろしい」の声あり） 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 地域おこし協力隊支援事業はオーケーでしたっけ。 

○浜口一利委員長 はい。石鏡町のところまで。 

○戸上 健委員 先ほどの説明で、地域おこし協力隊について強化していく方向でした。 

  それで、国の新年度予算では、地域おこし協力隊のインターン制度というのが新しく始まりました。それは

計上されておりませんけれども、これも、これまた６月補正ということになるんでしょうか。 

○浜口一利委員長 高浪副参事。 

○高浪副参事 国のほうも地域おこし協力隊に入りやすいようにということで、インターン制度ということも出

していただいております。これから、４月からですけれども、令和３年度、地域とか、あと各関係するような

担当課と話をしながら、地域おこし協力隊として募集をするのか、インターンということでやっていくのか、

それも含めて４月になってから検討していきたいと思いますので、募集をかけまして、来ていただけるという

ような算段がつきましたら補正予算等上げていくことになろうかと思います。 

  以上です。 

○浜口一利委員長 戸上委員、よろしいですか。 

○戸上 健委員 はい。 

○浜口一利委員長 他にございませんか。 

  瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 ここの項目にないことは、予算書にあったら聞けますの。 

○浜口一利委員長 ああ、予算書。この範囲の中でということで。 

  瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 予算書の６９ページの４番、集落支援員事業というのが盛り込まれていると思うんですけれど

も、これっていうのは項目ごとの説明のほうの項目にないんですけれども、肉づけのほうに入ってくるものな

のか、説明のできるものなのか。 

（「健康福祉課の項目」の声あり） 

○浜口一利委員長 健康福祉課みたいです。 
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○瀬﨑伸一委員 ああ、健康福祉課なのか。ごめんなさい。すみません。 

○浜口一利委員長 他にございませんか。地域おこし、鳥羽高活性化。よろしいですね。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 移住・定住もオーケーでしたっけ。 

○浜口一利委員長 いや、この後です。 

○戸上 健委員 この後。 

○浜口一利委員長 はい。 

○戸上 健委員 予算書の地域振興費、これはまた総務のほうでしょうか。企財のほうでしょうか。地域振興費、

離島振興事業。企画でしょうか。これ、よろしい、委員長。予算書６７ページ、離島振興事業。 

（「この項目に載っていないやつを、後でまたまとめて聞いていただいたら」の声あり） 

○浜口一利委員長 これも範疇です。今、ほかになかったら。説明資料には載っていないけれども、予算書には

載っているもんで、よろしいです。 

○戸上 健委員 よろしいですか。 

○浜口一利委員長 はい。 

○戸上 健委員 予算書６７ページ、離島振興事業について１点お聞きします。 

  昨年までは離島の中学生の野球大会、これが２００万円計上されておりましたけれども、皆減になりました。

その理由は何でしょうか。 

○浜口一利委員長 高浪副参事。 

○高浪副参事 皆減というよりは、今、主催者側に問合せをしているところでございます。なかなか開催するか

どうかということを明言がされませんので、開催されることになれば補正予算等で対応することになろうかと

思います。 

  以上です。 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 高校野球も、もう選抜も夏も開催ということで来ておりますもんで、ぜひ担当課としては、離

島の中学生は楽しみにしていますもんで、ぜひ開催してくれという意見を上げたってほしいというふうに思い

ます。 

  以上です。 

○浜口一利委員長 あくまで骨格のものが提示してあるだけですもんで。 

○戸上 健委員 開催そのものが分からんということやからね、計上しなかったんやろ。 

○浜口一利委員長 他にございませんか。地域おこし協力隊事業、よろしいですか。 

  南川委員。 

○南川則之委員 鳥羽高の、鳥羽高校活性化支援事業というところでお聞きします。 

  ここに書いていただいとるように、地域で活動を行う本気の大人やＩＣＴ関連企業等ということで、関わり

ながらということで、今年度、令和３年度では例年のやっとること以外に新しく目新しい取組というんですか、

そういうことを考えているかどうか、中身について少し説明をお願いします。 
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○浜口一利委員長 高浪副参事。 

○高浪副参事 基本的には同様の形でいきたいなと思っております。ＶＲ動画を制作する過程において、地域の

方とか地域に関わることを学ぶというところでやっていきたいなと思っております。 

  以上です。 

○浜口一利委員長 南川委員。 

○南川則之委員 今年度もかなりこの鳥羽高の活性化につながる、地域とのつながりというんですか、やってい

ただいとるということで、３年度も引き続いてやっていただくようによろしくお願いします。 

  以上です。 

○浜口一利委員長 他にございませんか。よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

○浜口一利委員長 それでは、ご質疑もないようですので、続いて、継続事業について、説明資料３５ページ下

段、鳥羽への移住・定住応援事業、３８ページ上段、定期航路事業特別会計繰出金、予算書２２０ページ、

２２１ページ、１３款予備費の範囲でご質疑はございませんか。移住・定住応援事業、予算資料。 

  濱口委員。 

○濱口正久委員 ３５ページの説明資料の下段の鳥羽への移住・定住応援事業についてお尋ねいたします。 

  これ、ここにもありますように、市民が郷土愛を強く持ち、住んでいてよかったと幸福を実感する機運と書

いてあります。 

  これ、このアンケートの中でも、定住の中の転出抑制の効果の中に「有効である」というのが「少し有効で

ある」と合わせて７３％ございます。最終的に、複合的な部分で言ってしまうと、結果的には当然、市内です

ので実家があったりとか子育てとか環境がよくてとか、仕事があってここにいて、その中で市内ですと「効果

があった」というのは６％にとどまっていますけれども、転出抑制には非常につながっていると思うんですけ

れども、これ、ましてや逆に市外からの「この制度があってよかった」が第２位という大きな数字が出ている

のにも関わらず、この新築に関する部分がここまで年々下がってきたのは何でなんでしょうか、今年度、予算

の中で。 

○浜口一利委員長 高浪副参事。 

○高浪副参事 なかなか下げるというときには、非常に心苦しいところではありますけれども、確かにアンケー

ト、ここに示しましたアンケートでは「有効である」「非常に有効である」ということで７割前後の方が答え

ていらっしゃいますので、有効であるというふうには思っております。 

  その中で、近年、窓口等で相談を受ける中で、中古物件に対する問合せも多くなってまいりましたので、そ

ちらのほうにも奨励金ということで上げていきたいということで、件数に関してはそちらを増やしております。 

  財政健全化をする中で全体額を縮小しておりますので、その中の減額というふうに理解していただきたいな

というふうには思っております。 

  以上です。 

○浜口一利委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 今おっしゃったことは分からんでもないんですけれども、これ、市外からの移住にも非常に効



－38－ 

果があって、その中でこれ、中古物件をまず探してというところで相談件数があって、そこを拡充していただ

いたのは非常にありがたいというのはよく分かるんです。 

  ただ、市内にいたりとか定住になってくる、新築となると、これはもう完全に定住に一歩大きく踏み込んだ

ところで、家を建てるということは大きな決断やと思うんです。そこが若者支援であって、そこにつながって

いるところで、効果もあって、そういうふうにここを待ち望んでいる方もいる中で、市民に幸福の実感をさら

にというところでいくと、前趣旨に合致しないように思ってしまうんですけれども、その辺はどうなんでしょ

うか。 

  これ、拡充しても、去年の予算委員会でもこれ、話出たところと思うんですけれども、そこは拡充すべきな

んじゃないかなと思うんですけれども、その辺はいかがなんでしょうか。先ほど戸上委員の人口割の話も出ま

したけれども、人が増えることについてはすごく大きな意味があると思うんですけれども、いかがなんでしょ

うかね、この辺のところ。 

○浜口一利委員長 定住についての効果的な考え方というのか、施策というのが不足しているんではないかとい

うことなんですけれども。 

  高浪副参事。 

○高浪副参事 いろいろ悩むところはございます。金額を下げるということには一定の反応もあろうかと思いま

すけれども、ほかのアンケート結果でも、やはり自然であるとか人付き合いであるとかそういった、教育・子

育てをする環境がよいといったような状況もございますので、そこの満足度といいますか、施策を展開するこ

とも含めて、定住の応援はしていきたいなというふうには思っております。 

  ただ、本当に何度も申し上げますけれども、財政健全化の折、金額を下げることについては心苦しいところ

はありますが、ご理解をいただきたいというふうに思います。 

  以上です。 

○浜口一利委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 財政健全化の中で、非常に選択と集中に迫られると思うんですけれども、先ほど説明があった、

家を建てるに当たっても自然であったりとか教育とかいろんなことが複合的にというのは、恐らく最初に住ま

われている方とか住んでいる方、ほかから移住された方はアパートないし中古物件で来ると思うんですけれど

も、そこからさらに、それがあって定住に、新築を建てるときの理由の中にそういうものが含まれてこういう

結果になるんではないかなというふうに推測されるんです、複合的に。 

  だから、もうある程度年数がたって、ここが、鳥羽が気に入って、この報償金だけじゃなくてそういうとこ

ろで決めましたよというところがあって、そこに新築を建てるというところに至ると思うんですけれども、そ

こを僕は拡充すべきじゃ、一番やるべきところなんじゃないかなと思うんですけれども、どうなんですかね、

その辺。ちょっと分からへんのですけれども。今の説明では、僕ではちょっと分からないところがあるんです

けれども。 

○浜口一利委員長 財政健全化も大切だと思うんですけれども、やはり今のこの予算に対する定住政策について

も、もっとそういう施策が必要ではないかという当然の考え方、意見かとも思います、これについては。今後

の補正でということでなかなか済まされる問題ではないし、その要望ぐらいかな。お願いせなあかんな、これ
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については。そうやな。後でな。これについては、いろいろ考えてほしいというところがあったということで、

それでよろしいですね。 

  他に。 

  企画財政課長。 

○濱口企画財政課長 副参事が答えたとおりなんですが、予算編成上、いろんな意味で各課には枠組みを全部与

えて、これまでに収めてこいというような指令も出しています、正直。それで、全体の中で企画の持つ部分を

いろいろ検討して苦慮した、いろいろ考え抜いた中でこういうふうな判断をさせていただいています。 

  ただ、確かに濱口委員言われるように、本当に移住・定住を支える意味では大事な部分というのは当然理解

はしておるところなんですが、ある意味、中古住宅を求める方とかいろんな条件の人もおりますので、新築だ

けに限らず、いろんな意見で総合的に判断させてもらった結果がこのようになったということでご理解をいた

だきたいというふうに考えております。 

○浜口一利委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  その中古物件のところの拡充は非常に私は評価していて、賛成です。あとの新築のところは、また検討をお

願いします。 

（「委員長、関連でよろしい」の声あり） 

○浜口一利委員長 関連で、どうぞ。 

○戸上 健委員 先ほども出ていましたアンケートについて、１点お聞きします。 

  この展開している事業とそれから継続中の事業、これから力を入れていきたいという事業について、途中で

アンケートを実施して、そして市民ニーズをつかむということについては、僕はこれ、こういう予算委員会、

決算委員会で報告を受けたというのは初めてです。これは大したものだというふうに私は思います。こういう

検証の在り方を一つ提起したんではないかというふうに思います。これは評価です。 

  その上でお聞きしますけれども、僕はこの問９と問１０ですね。これが非常に重要だというふうに思いまし

た。移住なさった皆さんからアイデアを募集しました。 

  先ほどの副参事の報告では、この結果について言及がありませんでした。ホームページにも、これ、調べま

したけれども、こういう声がありましたという記載はありません。我々議会としては、ここをこそ知りたかっ

たというふうに思うんですけれども、これからこういう形でこういう企画とか、何か方向があるんでしょうか。 

○浜口一利委員長 高浪副参事。 

○高浪副参事 戸上委員言われる問９です。問９は、若者世代の転入増加をさせるためどのような取組が必要で

あるか、どういうふうにお考えかという問いでございます。 

  この２年間ほどを見てみますと、大体雇用の拡大、働く場の創出という答えが非常に多くございましたので、

就労支援とか働く場所の拡大ということを施策に入れていくことで、若者世帯の移住・定住につながるという

ことがここの意見では分かるような結果にはなっております。 

  ただ、どこにも公表していないものですから、そのあたりも少し検討したいなというふうには思います。 

  以上です。 
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○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 そのあたりの配慮というのは僕も理解できます。理解できますけれども、この人口流出を減ら

すためのあなたのアイデア、それと住み続けたいまちを目指すためにこういう取組をというアイデア、これは

移住された方ならではの僕は思いがあるというふうに思うんです。 

  これだけのスペースですから、私は家族で移住してこうです、ああですというのもあれば、単身で移住して

こういう問題意識を持ちましたとかという、その生々しい記述があったはずだというふうに思うんです。そこ

こそ、いろんな配慮しなきゃならない点もあるということは分かりますけれども、最大限これから議会に報告

できればと。市民に公開できるものがあれば、そういう方向で努力していただきたい。これは委員長、要望で

す。 

  以上です。 

○浜口一利委員長 この範囲で質疑はございませんか。 

  山本委員。 

○山本哲也委員 すみません。アンケート調査のところで一つ確認させていただきたいんですけれども、これ、

アンケートの期間が平成３０年から令和２年２月ということで、これ、補助金の金額が変わっとる期間がある

と思うんですよ。新築１００万円やったときと、半分になって５０万円、中古の部分もあったかと思うんです

けれども、その金額が変わったことでアンケートの結果が変わってきとることがあるのかどうなのかというと

ころと、これ、１１番ですと三重県外、鳥羽市外、鳥羽市内で分けていただいていますけれども、これ、例え

ば中古物件購入で利用した方と新築を建てることで利用した方で答えの差があったりとかという部分はあるの

かというところをちょっと聞かせていただきたいなと思って、特徴的なところだけでいいんですけれども。 

○浜口一利委員長 高浪副参事。 

○高浪副参事 確かに令和元年度でしたか、途中から金額が全部半分になったところです。 

  金額で結果が変わったかという問いでございますけれども、そのような結果は見られなかったというふうに

思っております。というのも、奨励金を知った時期が、住宅の建築をするための業者さんであるとか、そうい

ったところからの助言であるとか、後で知ったということも多かったように思いますので、まずは定住を決め

て、奨励金があったので非常にありがたいというお声をたくさんいただいておりますので、金額の増減で結果

が変わってはいないとは思っております。 

  それともう一つが…… 

（「それでは集計ってしていないということ」の声あり） 

○浜口一利委員長 家田係長。 

○家田係長 すみません。移住定住係、家田です。よろしくお願いします。 

  アンケートそのものを見れば、１件１件見ていけば分かるかと思うんですけれども、この集計の取り方とし

てはそういうことはちょっとしていないので、こちらには資料がございません。 

○浜口一利委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 ありがとうございます。 

  これ、多分こういう分け方もあるんかなと思うんですけれども、この補助金の性質から見ると、そういう新
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築と中古で分けたりとかという部分でも結果があれなんかなというふうに、その辺はちょっと見てほしいなと

いうふうに思います。 

  新たに１００万円以上のもので１０万円の枠をつくっていただいたということやったと思うんですけれども、

感覚的なものなんですけれども、これ、１００万円から２００万円台の間の物件ということになってくるかと

思うんですけれども、物件数的にそうそうあるものなんでしょうか、この間の価格帯のものというのは。 

○浜口一利委員長 家田係長。 

○家田係長 ちょっとその物件数自体ははっきりとは分からないんですけれども、空き家バンク登録物件である

とか、あと中古マンション、ホームページで見る限りの住宅情報によると、それぐらいの物件もあるのかなと

いうことで、ちょっと今まで以上に価格を下げた購入も対象といたしました。 

  以上です。 

（「ありがとうございました」の声あり） 

○浜口一利委員長 山本委員、よろしいですね。 

  他にございませんか。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○浜口一利委員長 それでは、ご質疑もないようですので、企画財政課の審査を終わりまして、定期船課所管の

一般会計の事業、交通事業費、説明資料は１５６ページになりますが、審査を行います。 

  担当課長の説明を求めます。 

  定期船課長。 

○世古定期船課長 定期船課、世古です。よろしくお願いします。 

  交通事業費の予算編成につきまして苦心といいますか工夫した点につきましては、今年度は新型コロナウイ

ルスの影響に伴うかもめバス運賃の減収を見込みまして、運行に必要な経費等を計上させていただいておりま

す。 

  それでは、２款総務費、１項総務管理費、目１５交通事業費につきまして説明をさせていただきます。 

  予算書は７０ページ、７１ページを、予算説明資料は１５６ページをご覧ください。 

  地域交通事業としまして、自らの交通手段を持たない方の通勤・通学及び通院などのほか、本市を訪れます

観光客等の移動手段を確保・維持するため市内５路線で運行していますかもめバス運行に係る経費等、

９,７２８万６,０００円を計上しております。 

  主な経費は、かもめバス運行業務委託料９,５９３万６,０００円、地域公共交通会議関連事業としまして

７１万９,０００円を計上しております。 

  かもめバス運行委託料につきましては、運行経費が１８１万５,０００円増額した一方、委託料を算出する

際、運行経費から差し引いています運賃収入では、新型コロナウイルス等の影響による減収額を５１１万

７,０００円見込んだため、前年度より６９３万３,０００円の増額となっております。 

  この運賃収入の減収を見込んだ際には、２点ほど考慮をさせていただいております。１点目は人口減少等に

伴う利用者の減少、そして、冒頭でも言わせていただいた新型コロナウイルスに伴う減収です。 

  １点目の人口減少等に伴う減少におきましては、令和元年度の運賃収入の実績を、４,３６９万６,０００円
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ほどあるんですけれども、それに前年度、前々年度の減収が、前年度比を大体５％減額していますので、それ

を５％掛けますと大体２２９万３,０００円。 

  ２点目の新型コロナウイルスの減収部分につきましては、令和元年度の４月から６月分の合計額

１,２０９万６,０００円ほどが、その予算計上をさせていただいたときの運賃収入の前年度比がおよそ大体

２割減ですので、２０％を乗じて得た額が２４１万９,０００円。あと、２年度とこの計算した際の運賃収入

の差額というのが４０万円ほどありますので、合わせて５１１万７,０００円というふうに見込みをさせてい

ただいたところです。 

  また、新たに作成します鳥羽市地域公共交通計画に基づきまして、関係機関等と連携し、交通弱者の移動手

段の確保に努めるとともに、利便性の向上及び利用促進に努めていきたいと思っております。 

  以上、地域交通事業の説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○浜口一利委員長 説明は終わりました。ご質疑はございませんか。 

  坂倉委員。 

○坂倉広子委員 この定期船の、先ほど言われたように交通弱者の対策としてと書かれておりますけれども、こ

こ最近なんですけれども、荒天候で定期船がとばメールで中止になる連絡が度々ありましたよね、この春にな

ってから。この３月。 

（発言する者あり） 

○坂倉広子委員 すみません。定期船のときに聞かせていただきます。 

○浜口一利委員長 聞いてください。 

  他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○浜口一利委員長 それでは、ご質疑もないようですので、昼食のため１時まで休憩します。 

（午前１１時５５分 休憩） 

─────────────── 

（午後 １時００分 再開） 

○浜口一利委員長 それでは、午前に引き続き会議を再開します。 

  続いて、総務課の当初予算、説明資料３９ページから４８ページについて、総務課長及び担当副参事の説明

を求めます。 

  総務課長。 

○中村総務課長 総務課長、中村です。よろしくお願いします。 

  当初予算説明資料は３９ページから４８ページ、予算書は５１ページから７１ページまでが総務課となって

おります。 

  初めに、予算編成に当たって苦心、工夫した点ということですが、総務課の予算につきましては、職員に係

る給与、研修や健康診断などの経費、それから行政を運営していくために必要不可欠な維持管理経費のほか、

情報通信、セキュリティーに係る経費など削減が困難な予算がほとんどでございます。 

  そういう中で、昨年度は行政放送のうちテレビ広報とばを廃止し、約５００万円の削減を行いましたが、今
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年度につきましては大きく削減できるものはございませんでした。しかしながら、昨年度のこの委員会で戸上

委員のほうからご指摘のあった市長交際費について、３５万円から２０万円に削減をしております。また、各

種庁内ネットワークシステムを維持・管理していくために多大な費用がかかっておりますが、それを可能な限

り膨れ上がらないよう抑制して計上しております。 

  それでは、説明に入らせていただきます。 

  説明資料の３９ページをお願いします。 

  まず、新規事業としまして、人吉市職員派遣事業ですが、予算額は７８万３,０００円を計上しております。 

  いきなりで申し訳ないんですけれども、ちょっと訂正のほうをお願いします。 

  事業の概要のところの１行目の後半です。「地方自治法第１５２条の１７」とありますが、「１５２」では

なく「２５２条の１７」ということで訂正をお願いします。申し訳ございませんでした。 

  この地方自治法２５２の１７、これにつきましては、何が記載されているかといいますと、派遣する職員に

ついては、派遣される地方公共団体、派遣する地方公共団体双方の身分を有するということ、それから、人件

費につきましては派遣されたほうで見るというふうなことが記載されております。 

  事業の概要ですけれども、令和２年７月豪雨により被災した熊本県人吉市の復旧・復興のため、地方自治法

第２５２条の１７の規定に基づく職員派遣を実施することから、赴任及び帰任に係る旅費に加え、被災地の現

状、勤務状況及び健康状態等の報告で鳥羽市に帰庁する旅費を計上します。 

  なお、派遣期間は４月から９月までの６か月間で、滞納整理等の税務関係の業務に従事する予定でございま

す。 

  主な経費は、赴任及び帰任旅費４４万２,０００円、帰庁旅費３４万１,０００円でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  拡充事業としまして、庁内情報化推進事業ですが、予算額は２,０９９万７,０００円を計上しております。 

  内容は、サーバー機器や庁内ネットワークシステム等の維持管理を行います。また、庁内ファイルサーバー

やグループウエアシステムを活用し、庁内の情報共有やデータの適正管理、業務の効率化を図ります。 

  内部事務系ネットワークから直接インターネット接続できないようネットワークを分断し、インターネット

接続は仮想環境を通しての閲覧に制限するなど、セキュリティーを確保し、適切に運用します。 

  三重県の情報セキュリティークラウドを経由してインターネットに接続させることで、外部からの不正な通

信などを防ぎ、情報セキュリティーの向上を図ります。 

  拡充の要因ですけれども、下の参考情報のところをご覧ください。 

  自治体情報セキュリティークラウドの再構築ということで、国から求められるセキュリティー対策の一つと

して、庁内ネットワークからのインターネットアクセスや外部とのメールのやりとりについて、三重県が構築

した情報セキュリティークラウドを経由して接続していますが、三重県が管理するセキュリティークラウドの

保守期限が令和３年度末に到来することから、令和３年度中に総務省が示す新たなセキュリティー要件を基に

次期セキュリティークラウドの構築を予定しており、県内市町も構築費用を負担します。この負担金３２６万

５,０００円が増となっております。 

  次に、４１ページをお願いします。 
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  ここからは継続事業となっております。 

  給与等管理事業ですが、予算額は４億１,３６４万５,０００円を計上しております。特別職及び一般職

４３人の給料、職員手当等のほか、人事給与管理システムに係る運用経費を計上します。 

  前年度と比較しますと、人事給与管理システムのサーバー更新に伴い使用料が増加するほか、特別職の任期

満了に伴う退職金が増加するものの、定年退職者１０人から４人ということで減少、それから、職員数４４人

から４３人ということで減少等により、全体として１億１,５６１万９,０００円減少しております。 

  主な経費は、退職手当、特別職で２,３７２万６,０００円、一般職で５,９８８万９,０００円、それから、

人事給与管理システム経費２４１万４,０００円、その他職員等給与経費でございます。 

  続いて、職員健康管理業務ですが、予算額は４１１万５,０００円を計上しております。内容は、職員の定

期健康診断やストレスチェック、特定保健指導に係る経費を計上しております。 

  また、職員のメンタル不調の未然防止やこころの健康の保持増進を図るためのカウンセリングや研修等を実

施する経費を引き続き計上しております。 

  主な経費は、定期健康診断等に係る経費３２８万６,０００円などでございます。 

  ４２ページをお願いします。 

  行政管理事務ですが、予算額は８１２万２,０００円を計上しております。内容は、本庁舎の通信運搬経費

や庶務管理に係る経費を計上し、また、庁舎共有高速印刷機の使用の推進を行うことで、業務の効率化及びコ

ピー代の削減に努めます。 

  主な経費は、コピー借上料及び使用料２３９万２,０００円、通信運搬費４０８万１,０００円でございます。 

  次に、研修ですが、予算額は２０１万６,０００円を計上しております。内容は、職員の能力向上及び知識

の習得等を図るため、庁内研修の実施費用のほか、三重県市町総合事務組合が実施する研修への参加旅費を計

上します。 

  また、先進地の視察や、より高度で専門的な研修への参加（オンライン研修を含みます）など、業務に直結

する専門的な知識や技術を習得することを目的とした専門研修に係る旅費、負担金を計上します。 

  主な経費は、専門研修旅費４０万円などでございます。 

  続いて、４３ページをお願いします。 

  文書広報事業ですが、予算額は１,１３０万１,０００円を計上しております。内容は、市民へ市政等に関す

る情報を発信するため広報とばを作成し、毎月１回発行します。また、広報とば等印刷製本業務について、債

務負担行為を設定します。 

  主な経緯は、印刷製本費５１６万３,０００円、報償費５２８万円などで、債務負担行為としまして、広報

とば印刷業務５６５万５,０００円（令和３年度から令和４年度まで）を設定しております。 

  予算書の６ページの第２表の上から２段目に掲載をしておりますので、併せてご覧ください。 

  次に、庁舎等維持管理業務ですが、予算額は３,０５８万３,０００円を計上しております。内容は、本庁舎

及び西庁舎等の施設設備の維持管理に係る費用、及び改修経費を計上します。また、行政庁舎において職員等

に新型コロナウイルスの感染が確認された際に、感染拡大防止と早期の活動再開を図るため、除染作業を行う

費用を計上します。 
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  なお、本庁舎、西庁舎における清掃業務及び機械設備管理業務について、債務負担行為を設定します。 

  主な経費は、施設維持管理関係業務１,４３５万円、それから燃料費及び光熱水費１,２９０万２,０００円

などでございます。 

  債務負担行為としまして、庁舎維持管理業務の８３５万７,０００円（令和３年度から令和４年度まで）を

設定しておりまして、予算書の６ページの第２表、上から３段目に掲載しておりますので、併せてお願いしま

す。 

  続いて、４４ページをお願いします。 

  市有財産管理業務ですが、予算額は７９６万円を計上しております。内容は、公有財産の保険に要する費用

のほか、遊休未利用の普通財産の売払いに要する費用、菅島採石場緑化監視委員会の開催に要する費用や訴訟

対応経費等を計上しております。 

  主な経費は、建物等災害共済保険６３０万円などでございます。 

  次に、入札契約事務事業についてですが、予算額は２０６万２,０００円を計上しております。内容は、建

築工事等や物品等の入札参加資格申請受け付け及び審査に係る経費を計上しておりますほか、令和３年度は

４年に１度の入札参加資格者名簿の更新を行うため、これに要する経費分が増加しております。 

  主な経費は、入札参加資格申請受け付け及び審査経費１９５万５,０００円などでございます。 

○浜口一利委員長 奥村副参事。 

○奥村副参事 防災危機管理室、奥村です。よろしくお願いいたします。 

  それでは、４５ページ上段の防犯対策推進事業でございます。 

  予算額は１８０万円で、昨年度同様、防犯関係団体への負担金や防犯灯の整備に対する補助金を計上してお

ります。 

  防犯灯の整備に係る補助金ですが、昨年度と同額の８６万７,０００円で計上をしております。 

  続きまして、下段の防災情報提供推進事業は、主な経費のところをご覧いただきたいのですけれども、今年

度、来年度の２か年で整備を行っております同報系防災行政無線のデジタル化工事に３億８,３９０万円、そ

の下の管理業務に９１４万円を計上いたしました。 

  下の主な財源のところですが、財源は３億９,３００万円が市債でございます。内容につきましては、今年

度追加で提出をいたしました契約議案のときですとか素案議案の際にご説明をさせていただきましたので割愛

をさせていただきたいと思います。 

  続きまして、主な経費の三つ目のところでございますが、新たな経費としまして県の防災通信ネットワーク

再整備工事の鳥羽市の負担金として３９５万２,０００円を計上しております。財源は、下のほうの２行目に

なるんですが、２９０万円が市債となります。 

  あと、例年ですと自主防災倉庫の整備ですとか備蓄の食料などが上がってくるんですが、そちらは６月のほ

うで調整をするということでございます。 

  防災関係で廃止した事業等は、今のところ特にございません。 

  以上です。 

○浜口一利委員長 総務課長。 
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○中村総務課長 続いて、４６ページをお願いします。 

  地域情報化推進事業ですが、予算額は３１８万２,０００円を計上しております。内容は、情報通信技術を

活用した情報サービスの向上と地域情報化の推進を図るため、ホームページ運用管理システムを使った情報発

信を行います。また、一斉メール配信サービスを利用することにより、災害情報や定期船運行情報など市民へ

必要な情報を適宜届けることによって、市民サービスの向上を図ります。 

  そのほか、公的機関のホームページ改ざんや重要な情報資産の紛失などを防ぐため、ファイアーウオール等

の情報通信機器の維持管理を行います。 

  主な経費は、ホームページ運営管理システム使用料１４４万９,０００円などでございます。 

  次に、庁内ネットワークパソコン整備事業ですが、予算額は２４４万８,０００円を計上しております。内

容は、市が管理する庁内ネットワークに接続する内部情報系のパソコン約３２０台のうち、長期の使用による

基盤やキーボード、液晶ディスプレーの経年劣化による不具合が発生しているパソコンについて、業務に支障

が出ないよう更新を行います。 

  主な経費はパソコン購入費、２５台分ですが２４４万８,０００円でございます。 

  次に、４７ページをお願いします。 

  総合住民情報システム事業ですが、予算額は５,６５８万３,０００円を計上しております。内容は、住民記

録、税、福祉、児童、年金等に係る総合住民情報システムの運用及び保守業務を行い、専用の業務システムを

使用することで業務の効率化を図ります。 

  また、計算処理や登録判定事務の効率化を図るため、住民税等の賦課計算業務、帳票印刷業務などを委託に

より行います。 

  住民票の広域交付などの住民サービスを行う住民基本台帳ネットワークシステムをクラウド環境において近

隣７市町と共同利用し、安定的な稼働を確保します。 

  主な経費は、総合住民情報システム使用料として、業務システムに２,２７０万４,０００円、システムイン

フラ環境に１,１５５万９,０００円、委託料１,７１９万２,０００円などでございます。 

  続いて、社会保障・税番号制度事業ですが、予算額は９６２万１,０００円を計上しております。内容は、

社会保障・税番号制度の情報連携を実施するために、団体内総合宛名システムやＩＤ連携サーバー及びネット

ワーク環境の維持・管理を行います。 

  また、情報連携において必要なデータ標準レイアウトが改正されることから、適正な情報連携を実施するた

めに総合住民情報システムの改修を行います。 

  主な経費は、委託料１７５万２,０００円、使用料２４３万７,０００円、中間サーバー・プラットフォーム

利用負担金４１６万３,０００円などでございます。 

  ４８ページをお願いします。 

  行政放送事業ですが、予算額は８６３万４,０００円を計上しております。内容は、市域ケーブルテレビ網

を利用して市議会の録画放送や生涯にわたる健康づくりの推進に役立てるための健康体操番組、国・外部団体

が作成した、市民にとって有益となる情報を発信する特別番組などを放送します。 

  また、鳥羽市で行われるイベントの情報や各種お知らせについては、文字放送等で情報発信します。 
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  主な経費は、行政チャンネル放送業務６６０万円、文字放送管理料１３２万円などでございます。 

  以上で総務課分の説明を終わります。よろしくご審議のほどお願いします。 

○浜口一利委員長 説明は終わりました。 

  初めに、新規事業・拡充事業についての質疑を受けたいと思います。説明資料３９ページ、人吉市職員派遣

事業から、４０ページ、庁内情報化推進事業までの範囲で質疑はございませんか。派遣事業、よろしいですか。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 １点お聞きします。 

  歳入のところでもお聞きしましたけれども、地域デジタル社会推進費というのが地方交付税に措置されまし

た。鳥羽市は９,０００万円するという財政課の報告でした。これについて具体化というのは、政策化という

のは６月補正ということになりますでしょうか。 

○浜口一利委員長 総務課長。 

○中村総務課長 はい。財務担当のほうも答えておりましたけれども、今回は総務課としても骨格の予算ですの

で、新たなデジタル化の予算というのは今回上げておりません。６月補正のほうで、新たなものについては検

討ということになるかと思います。 

  以上です。 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 これはもうかねてから国も力を入れておりまして、各自治体も率先して着手にかかっておりま

す。例えば、東京都日野市では高齢者を対象にしたスマートフォン体験講座の開催、それから、石川県中能登

町では高齢者の活用支援員の育成、こういうふうにもうどんどん足を踏み出しているわけです。 

  鳥羽の場合は、質疑でも言うたけれども３か月のタイムラグがあって、そして６月の補正で仮に詳細が決ま

ったとしても、着手できるのはもう半年遅れという状況になってきとるというふうに思うんです。この地域デ

ジタル社会推進費というのは、名前からしてももう鳥羽市は後塵を拝するということを指摘しておきます。 

  以上です。 

○浜口一利委員長 他にございませんか。よろしいですか。 

  山本委員。 

○山本哲也委員 新規の人吉市職員派遣事業なんですけれども、この経緯とか、派遣に至るところの部分を聞か

せていただいてもよろしいですか。 

○浜口一利委員長 総務課長。 

○中村総務課長 これは全国市長会のほうから、昨年の１２月に三重県市長会を通じて各市町に要請が来ており

ます。 

  これはもう昨年の豪雨災害だけではなくて、東日本大震災以降、熊本の震災とか、あらゆるところにまだ人

員が要りますので、幅広く募集の通知がやって来ます。その中で、うちの職員、全職員に情報共有したところ、

ぜひ行きたいということで手を挙げていただきましたので、今回の派遣となりました。 

○浜口一利委員長 山本委員。 

○山本哲也委員 ありがとうございます。 
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  その募集を見て、そういうところがあるよということで、職員のほうから自ら手を挙げていただいたという

ことやと思います。気概のある職員がおるということやと思いますんで、ぜひ、半年間ですけれども一生懸命

務めてきていただきたいなというふうに思いますし、書いてあるとおり学び取ることは結構大きいかなという

ふうに思いますんで、期待しております。 

○浜口一利委員長 よろしいですね。 

  他にございませんか。 

○浜口一利委員長 それでは、ご質疑もないようですので、次に継続事業について、４１ページ、給与等管理業

務から４３ページ、庁舎等維持管理業務までの範囲でご質疑を受けたいと思います。ございませんか。４１か

ら４３、説明資料。 

（「委員長、よろしい」の声あり） 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 ４１ページ、給与管理業務についてお尋ねします。 

  一般職の４人の退職というのは普通退職でしょうか。 

○浜口一利委員長 総務課長。 

○中村総務課長 定年退職でございます。 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 定年退職で、ざっと６,０００万円を４人ということですので、これを割れば１人平均という

のが出て、そういう勘定でよろしいんでしょうか。１人２,０００万円に到達しないという勘定ですけれども、

それでいいんでしょうか、定年で。 

○浜口一利委員長 総務課長。 

○中村総務課長 定年は皆さん同じ年ですけれども、入った年はそれぞれ違いますので、一律に４で割るという

ことではございません。 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 特別職の退職手当ですけれども、市長と副市長では２,３７２万６,０００円計上されておりま

す。それぞれ退職金は幾らでしょうか。 

○浜口一利委員長 山本課長補佐。 

○山本課長補佐 すみません、遅くなりました。 

  それぞれの退職手当ですけれども、市長で１,６０２万円、副市長で７７０万５,６００円です。 

（「副市長がえらい低い」の声あり） 

○浜口一利委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 それで、こういうコロナの下で、市民の中では退職金もパアになったというふうなことがあり

ます。市長から今回条例提案は出なかったということは、規則に基づく満額支給ということでよろしいでしょ

うか。 

○浜口一利委員長 総務課長。 

○中村総務課長 はい、そのとおりでございます。 
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○浜口一利委員長 戸上委員、聞くだけでよろしい。 

○戸上 健委員 はい、それでいいです。 

○浜口一利委員長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○浜口一利委員長 それでは、質疑もないようですので、４４ページの市有財産管理業務から４５ページ下段、

防災情報提供推進事業までの範囲で質疑はございませんか。 

  南川委員。 

○南川則之委員 ４４ページの市有財産管理業務というところの中の訴訟対応経費という項目を質問します。 

  現在闘争中の案件が幾つあって、どんな内容かと、それが令和３年まで継続される可能性があるのか教えて

ください。言えるところだけで結構ですので。 

○浜口一利委員長 寺田課長補佐。 

○寺田課長補佐 菅島町内会との訴訟のことに当たると思うんですけれども、２月に口頭弁論という、お互いが

言い分を言い合う裁判をやっておったんですけれども、それが一度終結しました。現在、４月１９日に判決が

予定されておりますので、それ以後の対応が出てくるということで上げさせていただいております。 

○浜口一利委員長 南川委員。 

○南川則之委員 ここに予算化されとる費用というのは、令和３年度で何回というんですか、訴訟としては何回

ぐらいを想定してこの金額が盛られておるかお聞きします。 

○浜口一利委員長 寺田課長補佐。 

○寺田課長補佐 こちらは弁護士さんへの裁判の費用ということを上げさせていただいております。これは１年

間一律この１０万円ということで契約しておりまして、そのほか実費費用が発生してきますので、それに応じ

てまたお支払いをさせていただきます。 

  裁判の回数については、ちょっと今の段階では、４月の判決というところまでしかちょっと分かりません。 

○浜口一利委員長 南川委員。 

○南川則之委員 とすると、年間で弁護士さんと契約されとって、それは回数に関係なく対応するという費用だ

ということの理解でいいですかね。 

○浜口一利委員長 寺田課長補佐。 

○寺田課長補佐 はい。そのようになっています。 

（「ありがとうございます」の声あり） 

○浜口一利委員長 他にございませんか。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 １点お聞きします。 

  市有財産管理業務、普通財産売払関係経費についてお聞きします。 

  ５４万５,０００円で、昨年の倍が計上されております。収入の売払収入の項を見ますと、昨年は７００万

円で今年は１８０万円と売払収入は３分の１に減って、関係経費だけ倍になるというのはどういう理由でしょ

うか。 
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○浜口一利委員長 寺田課長補佐。 

○寺田課長補佐 令和２年度につきましては、市有地の売払いを２件大きく予定しておりましたけれども、１件

は貸付けに切り替えたために来年度の見込みが減額しております。 

  ここの売払いに関する経費は主に不動産鑑定の費用になっておりまして、売れるものがあれば対応できるよ

うにということで仮置きさせていただいておりますので、ちょっとアンバランスな形になっております。 

（「了解です」の声あり） 

○浜口一利委員長 よろしいですか。 

  他にございませんか。 

（「はい」の声あり） 

○浜口一利委員長 ４５ページまでの間でございませんか。よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○浜口一利委員長 それでは、ご質疑もないようですので、次に４６ページ、地域情報化推進事業から４８ペー

ジ上段、行政放送事業までの範囲でご質疑を受けたいと思います。最後まで。４６ページから。 

  南川委員。 

○南川則之委員 ４６ページの地域情報化推進事業というところをお願いします。 

  ホームページの更新というのはいろいろしていただいとると思うんですけれども、市民からいろいろ意見と

かがあって、なかなか見にくいというところもあるのと、それから、議会でもいろいろ議論して、古いものは

違うところへ入れて新しいものだけというふうにして、常に更新するということを心がけるようにという話を

しました。 

  その辺で、ホームページを見にいくと、まだまだ古いままになって更新されていないものとか、さらに、新

しくいろんな議論がされたのにホームページに掲載されていないというところが多々あるということなんです

けれども、しっかりと年間、ここに書いてあるように各課に更新を促すというふうになっとると思うんですけ

れども、さらに担当課としてきっちりそういったホームページを充実するというところを今後考えてほしいと

思うんですけれども、その辺の考えがあるかどうかお聞きします。 

○浜口一利委員長 総務課長。 

○中村総務課長 ホームページの見にくさというのは、当然、今のホームページを立ち上げてから結構年数が経

過しておりますので、セキュリティー上もいろいろと問題が出てきている、それプラスちょっと見にくいとい

うところで、総務課としましては、新たにホームページをリニューアルする方向というのを去年からずっと検

討しております。 

  ただ、なかなか経費がかかります。１,０００万円近い経費がかかってきますので、そこら辺を、いかに金

額も抑えながらしっかりした情報発信ができるものができるかということで、できれば６月の補正とか、それ

は私からこれをどうやというのは言えないんですけれども、この先のことは、早い段階で新しいスタイルに更

新していきたいなと考えております。 

  更新がされていないというのも、各課の問題もありますんで、そこはまた改めて総務課から周知等徹底をし

たいと思います。 
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○浜口一利委員長 南川委員。 

○南川則之委員 課長に答弁いただいたようにしっかりと更新もしてほしいし、市長もよくホームページには掲

載して、いろいろ市民に訴えるところもありますので、分かりやすい、市民が見やすいというようなことをぜ

ひ心がけてリニューアルをしてほしいなと思います。 

  以上です。 

○浜口一利委員長 他にございませんか。よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

○浜口一利委員長 それでは、ご質疑もないようですので、説明員交代のため暫時休憩いたします。１０分間休

憩します。 

（午後 １時３５分 休憩） 

─────────────── 

（午後 １時４０分 再開） 

○浜口一利委員長 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  続いて、税務課の当初予算、説明資料５１ページから５４ページについて、担当課長の説明を求めます。 

  税務課長。 

○勢力税務課長 皆様、引き続きでどうぞよろしくお願いします。 

  まず最初に、説明の冒頭で予算編成に当たり苦心した点、工夫した点について述べてくださいということで

すので、その点について先にご説明させていただきます。 

  皆、何回も聞くことなんですけれども、令和２年中からコロナという言葉がもうすごくつきまとうような形

で、税務課についても同じような状況です。 

  特に予算編成では、市の重要な財源ということで、そういうところにも大変気を使いながら市税の徴収、課

税するに当たっての見込み、算定に当たっては過大にならないというところで苦慮しながら、係長、課長補佐

の下で皆さん算定していただいたというところでありました。 

  その財源確保をするところについても、今回、企画財政課の中でも全ての財源を出しとるというところで、

うちも出せる範囲を全て出させていただいたというところでもぎりぎりのところでやらせていただきましたし、

そういうところでは大変厳しいところもあったというところでご報告させていただきます。 

  あと、歳出の中は、賦課徴収という形で、税務課の経費はほとんどが経常的な経費というところもございま

して、これは令和２年なんですが、昨年はキャッシュレス決済というサービスを導入させていただきました。

係員の発案の中で発案させていただき、市民の方や納税者の方の利便性向上に努めることができたと思ってお

ります。 

  本年度については、事務向上はもとより職員の事務軽減も図れるような検討も内部でしていただき、後ほど

説明もさせていただきますが、職員の努力によって予算編成ができたというふうに思っておりますので、併せ

てご報告させていただきます。 

  何度も言いますが、コロナでは市内事業者や市民の皆様も大変苦労しているところでありますが、税務課と

しては親切丁寧な対応を日頃から行っており、そういう職員ばかりで、令和３年度の予算についてもそういう
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ことが継続・向上していけるような予算とさせていただいておりますので、皆さん、どうぞよろしくお願いし

ます。 

  それでは、内容のほうに入らせていただきます。 

  予算書は７２ページ、７３ページから、当初予算の説明資料でご説明させていただきますので、先ほど委員

長が言われていたとおり５１ページのほうからご覧ください。 

  まず、２款総務費、２項徴税費、目２賦課徴収費では、以下、すみません、拡充事業が３件と継続事業が

１件という形で予算科目が全て一緒ですので、中事業でご説明させていただきます。 

  先ほど言いました個人市民税賦課経費になります。 

  こちらは今現在行われている確定申告に係るものなんですが、申告受け付け事務を行うに当たり、税務ＬＡ

Ｎシステムを使用して申告を執っておりまして、また、出張申告も鳥羽市は採用しております。離島、長岡、

鏡浦、加茂地区に出張して申告事務を執っているわけなんですが、そちらで使用している分散サーバー用のデ

スクトップパソコンの保守契約が終了することに伴い、来年以降の申告事務を適切、確実に行えるよう更新す

るものです。 

  デスクトップパソコンということで、持ち運びが大変難しい、重たいもので苦慮していたところなんですが、

今回計上させていただいたのはノートパソコンという形で、前回はできなかったんですが今回環境構築がノー

トパソコンでもできるということで、持ち運び等も楽になるということで、職員のほうも助かるというところ

の中で、そのパソコンの備品購入費として４９万１,０００円を計上させていただきました。 

  次のページをご覧ください。 

  固定資産及び都計税賦課経費です。 

  固定資産税では、課税根拠となる地番図やマンションの登記情報を管理している専用システムのＯＳなどで

保守が終了しており、今後、航空写真の情報を導入するとスペック等が対応できないことから、危機の更新を

お願いするものです。 

  また、土地家屋の現地調査や災害時による被害認定調査の際、現地で地番図の情報確認ができるためのモバ

イル端末を導入し、調査を迅速かつ正確に行えるようにするための経費で、こちらのほうは５年間のリース契

約となることから、使用料で３７万５,０００円計上させていただきました。 

  次、隣のページ、５３ページです。 

  特別滞納整理経費では、冒頭新たな事業ということでご説明させていただきましたのがこちらになります。 

  一番上の預貯金電子調査、２５万４,０００円の手数料となります。これは滞納整理を行う際の財産調査と

なる金融機関への預金調査に係る費用です。現在、郵送申請で照会すると回答に日数がかかっており、最大で

４か月要する場合もございます。今回お願いする調査では、ＬＧＷＡＮ回線を利用した電子申請で行える調査

で、約２日間で照会できる。内容の中でも、取扱い時間等を含めた確認ができるといった充実した内容となっ

ており、時間のロスのない、一番近い情報が入手できて、正確な滞納整理に努められるというような内容とな

っております。 

  そのほか、三重地方税管理回収機構負担金で昨年より１５２万７,０００円増額となりましたが、これは徴

収実績割というのがございまして、令和元年の徴収実績額の１０％を支払う額の中で、前年に比べて令和元年
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中は１,５２７万円徴収実績が増加したことにより、負担金のほうもこれの１０％という形で増額となってお

ります。 

  なお、特別滞納整理経費の中で、昨年まで平成１８年からお世話になっていました徴収アドバイザーの報償

費が皆減となりましたので、ご報告させていただきます。 

  次のページをご覧ください。 

  継続事業になりますが、固定資産税台帳整備事業です。 

  固定資産の土地評価業務は３年ごとに行われます評価替え業務で、令和６年度に向けた事業で初年度となり、

令和４年度から令和５年度までの債務負担行為も設定しております。 

  今年度は、市内全域の状況類似地区、標準宅地の見直しなどを行う業務委託経費として７６３万

３,０００円を計上しています。残り二つの家屋評価計算業務及び固定資産業務支援システムの保守管理業務

は、昨年と内容は変わっていません。 

  最後に、先ほど申し上げました債務負担行為です。 

  予算書のほうは６ページをご覧ください。上から４段目です。 

  固定資産土地評価業務として、令和４年度から令和５年度までの期間に限度額１,５８６万４,０００円とし

て設定し、２３６ページのほうには書いてありますが、こちらの調書で財源内訳として全て一般財源として設

定しておりますので、紹介させていただきます。 

  以上で税務課の予算事業説明とさせていただきます。よろしくご審議のほう、お願いします。 

○浜口一利委員長 説明は終わりました。 

  税務課全予算について、ご質疑を受けたいと思います。ございませんか。 

  濱口委員。 

○濱口正久委員 すみません。５１ページのところのこの出張申告相談なんですけれども、これ、今まで大きな

デスクトップというふうに、巡回されていたと思うんですけれども、それは１台、これは１台分でよかったん

ですか。１台分を替えるということですか。それとも、何台か一度に。 

○浜口一利委員長 税務課長。 

○勢力税務課長 １台です。そこをホストというか、それが基本的になって、そこからほかのパソコン、ノート

パソコンにつないで、税務ＬＡＮシステムが入っているところ、そこにつながないと出張サービスができない

ので、そのパソコンの買換えという形になります。 

○浜口一利委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 はい、ありがとうございます。 

  ホストを入れ替えて、それでそういうふうにノートパソコンでいけるようになったということでよろしいん

ですね。ありがとうございました。 

○浜口一利委員長 他にございませんか。 

  山本委員。 

○山本哲也委員 すみません、質問というわけじゃないんですけれども、課長冒頭で言ってもらいました、コロ

ナで税務関係もいろいろと、相談に来る方とかも多分増えてきているかと思いますんで、今もきっちりと親切
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丁寧な対応は取っていただいているかと思いますけれども、そういった方々が多分出てきて相談もこれからも

増えてくるであろうと思いますんで、そういったところの対応を親切丁寧に努めていただきたいなというふう

に、お願いです。 

○浜口一利委員長 税務課長。 

○勢力税務課長 山本委員言われたように、そのような対応をしていきたいと思いますので、また皆さんのご協

力もよろしくお願いします。ありがとうございます。 

○浜口一利委員長 そのあたりはよろしくお願いします。 

  他にございませんか。 

（「すみません、１点」の声あり） 

○浜口一利委員長 南川委員。 

○南川則之委員 ５３ページの特別滞納整理経費ということで、先ほど課長から預貯金の電子調査をすることに

よってさらに滞納整理を進めたいということなんですけれども、今まで４か月最長かかっておったものが２日

間でできるとなると、どのぐらいはかどるというんですか、それが進むという感覚を持っとるかというか、業

務が進むという感覚ですね。その辺ちょっと説明できれば教えてください。 

○浜口一利委員長 税務課長。 

○勢力税務課長 やっぱり４か月もかかってしまうと、もうその預貯金のデータが大分ずれた形なんで、その段

階で差押えをしに行くともうないとかいう状況もありますので、そういう意味では早いほうがいいというのは

もちろんなんですが、そのほかにも、ちょっと４か月は最大ですので、基本は１週間から１か月ぐらい、それ

でもやっぱり２日間から見れば大分情報としては遅れてくるという形ですので、二度手間、三度手間というの

がなくなるかなというところで、事務の軽減も図れます。 

  あと、内容的には、今度の調査の中では何時の出し入れがあったとか時間も分かりますので、そういう状況

を見ながらそういう方との折衝もできやすくなるのかなというところで、利点があるというふうには認識して

います。 

（「以上です」の声あり） 

○浜口一利委員長 よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○浜口一利委員長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○浜口一利委員長 それでは、ないようですので、本日の振り返りを行いますので、執行部の皆さんは退席をお

願いいたします。 

（午後 １時５２分 休憩） 

─────────────── 

（午後 １時５６分 再開） 

○浜口一利委員長 それでは、本日審査した範囲、一般会計の歳入全部と、歳出のうち議会事務局初め企画財政

課、税務課までの範囲で振り返りを行いたいと思います。 
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  委員の皆さんで取り上げたい事業等はごさいませんか。一つずつ提案をお願いしたいと思います。 

  河村委員。 

○河村 孝委員 審査の途中で濱口委員から指摘のあった移住・定住のところの報償費も含めたところなんです

けれども、令和２年の当初予算でもこの予算決算常任委員会からの指摘で、１００万円から５０万円に後退し

たところの指摘があったかと思うんです。 

  それで、今回さらに、そこは議会としては元に戻すべきという提言もしているはずなんですけれども、残念

ながら３０万円まで後退しているというところは、担当課としては企画財政なんで、ほかの各課に対して経費

を絞ってこいとメールを出しとる以上なかなか言いづらいところではあったんやと思うんですけれども、ここ

は非常に僕は大事なところだと思うんで、議会としてはそこが後退せぬよう、逆にさらに拡充するべきである

というところはまた今回も指摘するべきではないのかなというふうに思います。 

○浜口一利委員長 今、河村委員のほうから移住・定住応援事業についての意見が出ました。 

  披露したい案件について一応出してもらって、その後一つずつやっていこうかなと思うんやけれども、ほか

に何かございませんか。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 さっきの河村さんの意見にも関係するんですけれども、この財政健全化というお題目というか、

これが錦の御旗になって、さっきの移住・定住で何で削ったかというので説明しとったのは、財政健全化の関

係がありますのでということやったわけや。それで、財政健全化という、そういう旗を掲げたら、もう市民の

いろんなサービスや充実化というのが議会としても何も言えやんということになるわけさ。そやもんで、財政

健全化の手法とは何なのかと、これを執行部のほうから僕は明らかにしてもらうべきやないかというふうに思

うんですわ。 

  質疑の中でも、一般質問やったか、四つの指標をもう全部鳥羽はクリアしとって、監査委員から良好、良好

という太鼓判を押されとんのに、なおかつ財政健全化で削らんならん、削らんならん、増やせません、増やせ

ませんでは、希望というのは一体どこにあんねやということになるわけさ。そやもんで、議会が納得する財政

健全化の手法はこれですということを明らかにしてほしいと。 

  一つ明らかになったのは、財調やわな。財調を９億円まで積みたいということを見とって、それがまた至り

ませんもんで健全化ということにはなりませんと。すると、９億円財調が積めたら、これでもう財政健全化な

のかと。そうなったら市民要望も議会の要望も実現していくんやなということになるわけさ。的外れなこと言

うとるか。 

○浜口一利委員長 いえいえ、全てにつながることだと思うんですけれども。 

  まず、移住・定住のことについて。そして、今、戸上委員から、財政健全化は何を指してということかな。 

  ほかに何か、今日の振り返りの中で取り上げたいこと。 

（「いいですか、引き続き」の声あり） 

○浜口一利委員長 はい。 

  河村委員。 

○河村 孝委員 と同時に、多分皆さん感じておられると思うんですけれども、ふるさと納税のところは…… 



－56－ 

○浜口一利委員長 私もそれはちょっと。 

○河村 孝委員 議会としては、７億円という目標を持ってくれたことというのはすばらしいことだと思うし、

しっかり見守って応援していくという姿勢は議会としても示していくべきだなというふうに思います。 

  というか、そこしかこのコロナ禍において頼りがないんですよ。そこでしっかり実績を出して、また移住・

定住のところを拡充していくというような方向につなげていくべきではないのかなと思うんで、そこはセット

で議会としてもしっかり見守って、応援していくというところはあるべきなのかなというふうに思います。 

○浜口一利委員長 これまで３点出たんですけれども、他になかったらこの３点について重点的にいろいろ意見

を出し合っていきたいと思うんですが、どうでしょうか。 

  他にございませんか。ない。 

（「質問しなかったこと、質問出ていないとまずいですよね」の声あり） 

○浜口一利委員長 そうやな。 

  今日はこの３点でちょっと重点的に話合いして、どのような形で提言につなげていこうかということで審議

を深めていきたいと思いますので。 

  まず、移住・定住応援事業については、いろいろ皆さんご意見があろうかと思いますけれども、まず金額に

ついてもいろいろご意見があろうかと思いますけれども、先ほど来、移住・定住という事業については大変重

要なところということなんで、後退というのはどうですかというような意見があったわけなんですけれども。 

  もう少し、はい。 

○河村 孝委員 もう少し、じゃ私のほうから掘り下げて。 

  奨励金ですか、の後退もそうなんですけれども、移住・定住全体で考えたときに、やっぱり鳥羽市に仕事が

近くにあると、仕事場があるというところが、僕は移住・定住のことを考えるときには避けては通れない話じ

ゃないのかなと思うんです。そのための松尾工業団地の整備だったはずなんですよ。 

  今日は担当課と違うんで工業団地のところは言いませんけれども、深くは。そこがずっとほったらかしにな

っとるというところが、具合が悪いのではないのかなと。やっぱり企業誘致をしてくるというところは、じゃ

誰がそこの話をして、誰が絵を描いていくんやということであれば、市長だと思うんですよ。 

  それで、審査の途中で質問はしませんでしたけれども、総務課長の説明では市長交際費減額しましたという

のは、もう僕は逆やと思って、それが足らんぐらいに市長には飛び回ってもらいたいと。コロナなんで、なか

なかあっちゃこっちゃ行くということもできやんとは思うんですけれども、そういう方向性で総合的に移住・

定住については考えていかないと駄目なんじゃないのかなというふうに思います。 

○浜口一利委員長 ただいま河村委員のほうから今のような意見が出たわけなんですけれども、移住・定住応援

事業について、他に意見とか、このような形でというような考え方の提案というのはございませんか。 

  濱口委員。 

○濱口正久委員 すみません。移住・定住で今回、昨年度も出ましたけれども、１００万円からどんどん後退し

ていくという河村委員の話もありました。本当にそこのところは非常に大事なところで、これ、今のような、

財政健全化のようなシーリングをかけたようなやり方でいくと、どうしてもあそこが、各課で切り詰めやない

かんところが出てくるんです。 
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  ただ、それをやっぱりここは大事なところやって決めてかかるのは、やっぱり政策に関わってくることなの

で、やっぱりそこは市長並びに副市長が判断して、ここはやっぱりやらないかんというところを示さんとあか

んような気がするんです。 

  仮に定住のところが１００万円の家の部分でなかったとしたら、子育てに関わるものが違う事業をここへ当

てはめて持ってくるとかという部分を見せないと、なかなか本当に気持ちのところで、やっぱり定住のところ

をしっかりと応援していくという部分につながらないような気がします。ましてや今回、頑張っていただいて

ふるさと納税が上がった分は、そこに当てはめても僕はいいのではないかなというふうに思います。 

  以上です。 

○浜口一利委員長 定住という部分について、やっぱり力を入れてほしいという意見があるということでよろし

いですね。 

  １００万円というのはこれまであったわけなんですけれども、１００万円で大変魅力的なところというのは

ようけあったと思うんですけれども、戸上委員の言われるような財政健全化の中でというのは、後退したとい

うのは、ちょっと考え方が、基本的な考え方がちょっとおかしいかなというところがあるという、そんなとこ

ろもあると思うんで、そのあたりをどんなふうにまとめていただいて、移住・定住応援事業については今回後

退ではあるけれども、このような方向性でいいのかどうかというあたりと、やはり河村委員の意見の中で働く

場所の構築という部分についても当然力を入れるべきところかなという、そのようなまとめ方でよろしいんで

すかな。そのあたりで。 

  これは当然やっぱり、今度の補正、４月補正の中でもこの部分で、このままでいくというのはちょっと考え

られないというぐらいの強い意見で申し込んだほうがいいと思うんで、そのようなことでまとめて、皆さん方

にまた後ほど提案したいと思いますけれども。次長、頼むよ。 

（「委員長、いいですか」の声あり） 

○浜口一利委員長 はい。 

○山本哲也委員 その強く出てほしいなというふうに、議会としてもね。河村委員からも説明がありましたけれ

ども、当初予算のときも強く委員長報告にも入れてさせてもうとったと思うんですよね。あれ、附帯決議の中

で盛り込んだんでしたっけ。 

（「委員長報告」の声あり） 

○山本哲也委員 委員長報告でしたっけ。やったと思うんで、それを受けてなおかつ下げてきとるというところ

と、さっき言っていましたけれども、財源のところでふるさと納税を活用しとるんであれば、強く攻めても僕

はいいのかなというふうにも思いますし、これ、つけてもらったアンケートも、１００万円のときの回答がほ

とんどやと思うんですね、割合から見ても。 

  それと、半分に減ったときのあれもありますけれども、その金額であったためにこの回答やというところも

あるんかなと思うんで、これ、改めて３０にして回答をアンケート取るとまたちょっと変わってくるかなとい

うふうなことも考えられるんじゃないかなというふうに思いますんで、この施策がこのアンケートの内容を示

すとは僕はちょっと思えないというところもあるんかなというふうに思いますんで、議会としても強く言って

いただければなというふうには思いますね。 
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○浜口一利委員長 そのあたりは、やはりこれまで議会のほうから申し込んだことというのがもう全く反映され

ていないという部分はあるもんで。 

  世古委員。 

○世古安秀委員 やっぱり１００万円を応援するというのは、非常にやっぱり市民にとってはインパクトがある

と、魅力的であるというふうに思います。そういうのを、ふるさと納税をやっぱりもう７億円も見込んでいま

すんで、そういうのに充てるというのを、これは補正予算でのことも想定しているんかも分かりませんけれど

も、やっぱりそういう方向で、議会からの今までの議論の中でもこれまでもあったということも含めて、決算

にしてもそういうふうな提言もあったと思います。 

  そういうことも含めて、十分にやっぱり考慮してもらうようにということは、やっぱり委員長報告の中でも

きちんと言ってほしいですね。 

○浜口一利委員長 もう移住・定住応援事業については、そのような形の中でまとめさせていただいて、皆さん

方にまた報告していただいてという形を取りたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

（「はい」の声あり） 

○浜口一利委員長 それと、財政健全化のほうは、この定住応援事業と二つの考え方の中で意見をまとめるとい

うことでよろしいですか。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 委員長、９月の決算でいいと思うんですけれども、執行部として財政健全化の指標というのは

こういうレベルを考えていますというのは明らかにしてほしいというふうに思います。 

  さっきの移住・定住にしても、あれ、山本副議長が一般質問して、移住・定住元年というのを７年前かそれ

ぐらいに、当時の木田市長が言うたというふうに思うんやわ。あの当時からすると、もう本当に熱が僕は冷め

とるというふうに思います。執行部のほうはそうじゃありませんと、力入れていますと言うかも分からんけれ

ども、それであるならば、この６月の補正で見るべき内容にしてもらいたいというふうに思うんです。 

  寝屋子の島留学でも、予算を削っとるやろう。大分削っとるというふうに思うんですわ。半分ぐらいになっ

とるんやないかなというふうに思うんやけれども、そういうところに姿勢が出てるんやないかというふうに僕

は思います。 

○浜口一利委員長 財政健全化の指標をもうちょっと、どんなんやったかな。ちょっと分からんところもあるん

やけれども。数字的なもの。 

  それでは、もう一点、ふるさと納税について意見があったと思うんですけれども、これについては私も何か、

自主財源を高めていこうという中で、このふるさと納税というのは特段に大きく出ているわけなんですけれど

も、やはりこれについては、今年６億円になったから次７億円になるという保証も全くない中での、そのあた

りがなかなか当てにならない部分というか、やはり、だけども自主財源を高めていく中では力を入れなければ

いけないところなんで、このあたりをどのような形で７億円につなげていくかというのがやっぱり大事なとこ

ろなんで、そのあたり、どんな手法を持ってやるのか。 

  当然７億円、それ以上になればいいわけなんで、そのあたりはやっぱり力を入れてほしいと言うだけでええ

んかどうかというのは分からんけれども、何かいい方法があれば。 
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○山本哲也委員 これ、数字増えてきていますけれども、全国的にもこれ、伸びとるんですよね。ちょっと去年

ぐらいは一時期数字を落とした時期もありましたけれども、全体的なボリュームとして増えてきとる中で、そ

れで全体的な分が上がったもんで僕は上がってきとるだけやと思うんですよ。特に鳥羽市が努力してという、

言い方はちょっと語弊があるかもしれないんですけれども、そういう形で伸びてきとるというよりかは、全体

が伸びてきたからそれに応じて伸びてきとるという。 

  なので、僕はこの２９年度のときの数字というのは全体分、全国的なふるさと納税分の鳥羽市分という割合

から、例えば令和２年度の６億円、元年度の数字でもいいですけれども、という、その全体分の鳥羽市の分と

いうのは減ってきとると思うんですよ。減ってきとるはずなんです、数字的に。 

  ということは、同じぐらいの割合で鳥羽市を選んでもらえるようであれば、もっと数字は伸びとらなあかん

ところなんやけれども、全体分の伸びから比べると鳥羽市の伸びはちょっと弱いんじゃないかなというふうに

思うんで、総務でもふるさと納税のやってもうとる西伊豆でしたっけ、行っていただいたり、戸上さんもこの

間も視察も行っていただいとったりとか、いろんなアイデアとかっていう部分をいろいろ多分提案はしとると

思うんですけれども、なかなかそれが反映されてこないというところなんで、もうちょっと、何が当たるかは

分かりませんけれども、根本的なところから見直してもうても僕はいいんかなというふうに思いますけれども

ね。 

○浜口一利委員長 力を当然入れてもらわなあかんけれどもということやな。 

○山本哲也委員 そうなんです。力の入れ方を、今までどおりの入れ方やと今までどおりの方法しかできないん

で、何かこう新たに仕掛け、新しい仕掛けとかという部分が要ってくるんじゃないかなと思って、少しでも鳥

羽市を選んでもらうようにするべきじゃないかなというふうには思いますんで。 

○浜口一利委員長 創意工夫を凝らして鳥羽市のさらなる、そのあたりは当然のことかと思うんで。もう自主財

源の確保の中で、ふるさと納税しか頼るところがないような状況やもんで。ほかの財産売払収入とかといって

も売り払ってしまえば終わりやし、なかなかそのあたり、財源不足の鳥羽市にとってはそういうところがやっ

ぱり力を入れるべきところなんで。 

  ふるさと納税については、そのような形の中でまとめていきたいと思いますが、それでよろしいですか。 

（「異議なし」の声あり） 

○浜口一利委員長 以上、今日は３点ほど挙げていただいたんですけれども、振り返りについてはどうでしょう

か。 

  働く場所とかというのはやっぱりふるさと定住の中で考えてもらうということで、よろしいですね、これに

ついても。 

  他にございませんか。以上でよろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○浜口一利委員長 それでは、以上、ふるさと納税、移住・定住応援事業、その中で、財政健全化というのも含

めた中で提言とか、また委員長報告とかということについては、また後ほど皆さん方にご検討いただきたいと

思います。 

  それでは、これをもって本日の委員会を終了いたします。 
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  明日３月１６日も午前９時から予算決算常任委員会を再開しますので、定刻までにご参集をお願いします。 

  本日はこれをもちまして散会いたします。 

（午後 ２時１７分 散会） 

─────────────── 
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委員長はこの会議録をつくりここに署名する。 
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